
令和７年度 仕様書

工事名称 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事

工事場所 川越市大字上戸３９０番地１ほか1箇所

【工事大要】
本工事は、学校体育館に空調設備等を整備するものである。

  ・機械設備工事  一式
  ・電気設備工事  一式 
  ・建築工事      一式

  （対象校）
    １  上戸小学校
    ２  広谷小学校



工事費内訳 1

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費

機械設備工事

1

式

電気設備工事

1

式

建築工事

1

式

計

共通費

共通仮設費

1

式

現場管理費

1

式

一般管理費等

1

式

計

工事価格

1

式

消費税等相当額

1

式

工事費

1

式



工事種別内訳 2

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

【上戸小学校】

機械設備工事

1

式

電気設備工事

1

式

建築工事

1

式

小計

【広谷小学校】

機械設備工事

1

式

電気設備工事

1

式

建築工事

1

式

小計

計



機械設備工事 科目別内訳 3

上戸小学校

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

空気調和設備

1

式

ガス設備

1

式

発生材処理

1

式

計



電気設備工事 科目別内訳 4

上戸小学校

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

空調電源設備

1

式

自動制御設備

1

式

計



建築工事 科目別内訳 5

上戸小学校

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設

1

式

内部改修

1

式

外部改修

1

式

計



機械設備工事 科目別内訳 6

広谷小学校

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

空気調和設備

1

式

ガス設備

1

式

発生材処理

1

式

計



電気設備工事 科目別内訳 7

広谷小学校

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

空調電源設備

1

式

自動制御設備

1

式

計



建築工事 科目別内訳 8

広谷小学校

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設

1

式

内部改修

1

式

外部改修

1

式

計



Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

.

表紙・図面リスト６

川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

４階平面図

３階平面図

２階平面図

１階平面図

図面番号 図 面 名 称図面番号 図 面 名 称図面番号 図 面 名 称

施工条件・案内図・配置図

特記仕様書

冷暖房設備 機器表・凡例

冷暖房設備 系統図

図面番号 図 面 名 称

図 面 リ ス ト

ＡＵ－０１

ＡＵ－０２

ＡＵ－０３

ＡＵ－０４

ＡＵ－０６

ＡＵ－０５

ＡＵ－０７

ＡＵ－０８

ＧＵ－０１

ＧＵ－０２

ＭＵ－０１

ＭＵ－０２

ＭＵ－０３

ＭＵ－０４

ＭＵ－０５

１階配管平面詳細図

１階配管平面図

４階配管平面図・断面図

２階平面図

１階平面図

ＧＨ－０１ 特記仕様書 ＡＨ－０１

ＧＨ－０２ 施工条件・案内図・配置図 ＡＨ－０２

ＡＨ－０３

ＭＨ－０１ 冷暖房設備 機器表・凡例(１) ＡＨ－０４

ＭＨ－０２ 冷暖房設備 機器表・凡例(２) ＡＨ－０５

ＭＨ－０３ 冷暖房設備 系統図 ＡＨ－０６

ＭＨ－０４ １階配管平面詳細図 ＡＨ－０７

ＭＨ－０５ １階配管平面図 ＡＨ－０８

ＭＨ－０６ ２階配管平面図・断面図 ＡＨ－０９

現況・改修 バルクタンク配置平面図

現況 室外機設置平面図

改修 室外機設置平面図

各部詳細図

(上戸小学校) (広谷小学校)

川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事

改修 室外機設置平面図

各部詳細図

矩計図・取付架台詳細図・防球ガード参考図

ＥＨ－０１ 空調制御仕様書

ＥＨ－０２

ＥＨ－０３

ＥＨ－０４

ＥＨ－０５

ＭＨ－０７ バルクタンク詳細図(参考図)

ＥＵ－０１

ＥＵ－０２

ＥＵ－０３

ＥＵ－０４

ＥＵ－０５

空調制御仕様書

電気設備 １・３階平面図

電気設備 ４階平面図

自動制御設備　１・３階平面図

自動制御設備　４階平面図

ＭＵ－０６ 都市ガス設備 屋外配管図

建築工事特記仕様書

電気設備 １階平面図

電気設備 ２階平面図

自動制御設備　１階平面図

自動制御設備　２階平面図

建築工事特記仕様書

矩計図・室内機支持参考図・防球ガード参考図

２階取付鋼材伏図

鉄骨ブラケット詳細図ＡＨ－１０



Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

.

６

川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

　・　液化石油ガス　一般配管：　・合成樹脂被覆鋼管　・SGP(白)、地中埋設：　・PE管

（２）石綿含有廃棄物等処理マニュアル　第３版　（環境省監修　令和３年３月）

１３．屋内にある既存の支持金物は原則再使用とするが、詳細は協議により決定する。

原則１回とする。

１０．法定外労災保険等

２．工事場所

２．施工中の安全管理には充分留意し、必要に応じて標識、仮囲いなどの安全処置を施すこと。

また、「再生資源利用〔促進〕計画」を工事現場の公衆の見えやすい場所に掲げること。

完了時：再生資源利用実施書、同促進実施書、工事登録証明書

受注時：再生資源利用計画書、同促進計画書、工事登録証明書

３．本工事において、既存建物などに損傷等を与えた場合は、受注者の責任において修復すること。

提出する。ただし、施工計画書の作成を要しない簡易な工事については、あらかじめ監督員の承諾を受け、省略することができる。

(3) 完成写真：本工事主要部分の完成写真を撮影し、アルバム整理のうえ、１部提出すること。

Ⅱ.一般事項

９．工事の保険等

(1) 完成図：施工完成図・機器完成図および取扱説明書、保証書等をとりまとめ、２部提出すること。

(4) 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

１．施工工程の詳細については監督員その他関係者と充分協議し、当該施設の運営等に支障をきたさないよう留意すること。

設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取り合い等の関係で、

１．設計図書の順位

工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画および工種別に機器、材料、工法などを具体的にまとめた施工計画書を作成し監督員に

(1) 質問回答書　(2) 特記仕様書　(3) 設計図

１１．工事実績情報の登録

(1)工事目的物、工事材料等について、建設保険、火災保険、組立保険等に加入し、その写しを監督員に提出する。

７．請負契約金額が５００万円以上の場合は、ワンデーレスポンスの対象工事とする。

３．特記仕様書のうち選択する項目は、〇印の付いたものを適用する。適用しない項目等は斜線または、無印とする。

(2 ) 完成図データ：完成図を電子データ（ｄｗｇ、ｄｘｆ、 jｗｗなど）にて１部提出すること。

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

１４．完成図書

Ⅵ. 注記事項

受注者は、受注時、変更時、完成時、訂正時の各時点における請負代金額が５００万円以上の工事については、

(2)期間は工事完成期日後１４日を含むこと。

６．施工計画書

設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたときは、監督員と協議し、指示を受けること。

２．疑義に対する協議等

４．機器等に不具合等を発見した場合は、速やかに監督員に報告すること。

１３．中間検査

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）、（建築工事編）（最新版）、（電気設備工事編）（最新版）

Ⅰ .工事概要

受注時・完了時において建築副産物情報交換システムに情報を入力し、以下の書類を監督員に提出すること。

２．１．以外の施工条件は、別図ＧU-02による。

主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

１２．工事写真

関係法令に遵守し適切に処理する。

「登録内容確認書（登録データの一覧表を含む。）」の写しを速やかに監督員に提出しなければならない。

本工事における撤去発生材については、受注者の責任で構外に搬出し、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の

公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）、（建築工事編）（最新版）、（電気設備工事編）（最新版）

８．施工体制台帳・施工体系図

自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により発注者からの通知により、工事を全面的に一時中止にしている場合は、

１１．屋外に使用する支持材は原則としてステンレス製とする。（施工状況によっては溶融亜鉛めっきも可とする）

５．工事範囲　　図示のとおり

７．実施工程表

簡易な工事については、あらかじめ監督員の承諾を受け、省略することができる。

作成し、監督員に提出すること。また、施工体系図は工事看板とともに掲示すること。

工事実績情報システム（コリンズ）に登録するとともに、一般財団法人日本建設情報総合センター発行の

工事実績情報として「登録のための確認のお願い」を作成し、監督員の確認を受けたうえ、

工事の着手に先立ち、実施工程表を作成し、監督員の承諾を受ける。ただし、実施工程表の作成を要しない

施工前、施工工程および完成後確認困難な箇所等を撮影し、整理のうえ、１部提出すること。

工事の一部を下請施工させる場合は、下請負人に関する事項を記載した施工体制台帳および施工体系図を

Ⅳ. 施工条件

５．建設副産物実態報告について

４．発生材の処理等

１．工事名称

　 　

３．工事内容

６．毎作業終了時には、後片付け及び清掃を行い、作業現場の美化等に努めること。

８．既設の家具・什器等の移動については、原則受注者の責任により行うこととする。

Ⅶ. 改修一般事項（付加事項）

埋立処分（管理型最終処分場）

（ハ）石綿含有仕上塗材部等の改修により発生した粉塵や屑ならびに濁水

（２）学校内の施工時間は8：30～17：00。変更する必要がある場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

（３）夜間に施工する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。

ただし、監督職員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

（１）行政機関の休日に関する法律に定める行政機関の休日は、施工しない。

１．施工日及び施工時間は、次による。

　　　徹底マニュアル　（厚生労働省、環境省監修　令和３年３月）

（１）建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策

（３）石綿含有建材の処分

４．参考図書

（２）石綿含有仕上塗材部の改修

Ⅲ.環境配慮改修工事

（１）石綿含有成形板の除去

石綿含有成形板の除去（レベル３）

監督員と協議のうえ、湿潤化した状態で作業を行う。

ただし、やむを得ず原形のまま取り外すことが技術上著しく困難な場合は、

石綿含有成形板等の除去は、石綿則に基づき、原形のまま、手ばらしで行う。

石綿含有建材の処分（石綿含有産業廃棄物）

埋立処分（管理型最終処分場）

（イ）石綿含有せっこうボード

（ロ）石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板および石綿含有仕上塗材

埋立処分（安定型最終処分場）

中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

２．石綿含有建材の事前調査

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹き付け材、成形板、建築材料等の

使用の有無について、有資格者による調査を実施し、関係省庁及び監督員に報告すること。

調査範囲（ 　改修範囲　　）

貸与資料（ ・ あり　 　　 ・ なし　　　　）

コア抜き作業には、湿式ダイヤモンドコアドリルを使用し作業を行う。

アンカー打設などの穿孔作業には、集塵機能付ドリルを使用し、粉塵を回収する。

石綿障害予防規則、建設リサイクル法その他関係法令を遵守する。

大気汚染防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、労働安全衛生法、

その他の一般事項は、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編） 9.1.2 による。

１．一般事項

３．石綿含有建材の事前調査により石綿含有ありと判明した場合、または図示により

（３）専任期間の中断

（１）専任期間の始期

Ⅴ . 工事仕様

残っている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

工事完了後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）、事務手続き、後片付けのみが

（２）専任期間の終期

　

の期間については、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

請負契約締結の日から、現場施工に着手するまで（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事が開始されるまで）

４．主任技術者又は監理技術者の専任期間(建設業法により必要になった場合） １．耐震計算に用いる設計用水平震度は、室外機設置場所が１階の場合はＫＨ＝１．０とする。

２．室外機据付のあと施工アンカーは、種類ごとに１箇所引抜試験を行うこと。

（１）内部足場　・ 脚立足場　・ くさび緊結式足場（手すり先行方式）　・ ローリングタワー

冷媒管気密試験（試験数値は選定メーカー要領による）、現地試運転試験（吸込・吹出温度測定、風量測定、ドレン通水試験）、

５．冷媒配管：断熱材被覆銅管（国土交通省標準仕様適合品とする。）（断熱厚さ：液管10ｍｍ以上、ガス管20ｍｍ以上）

６．ドレン管：保温機能付空調用ドレン管（屋内）、耐候性向上仕様硬質ポリ塩化ビニル管（カラーＶＰ）（屋外・色は監督員と協議のこと）

８．連絡線：CEE-Sケーブル（原則冷媒管共巻とする）

９．リモコン線：CEE-Sケーブル

７．冷媒管外装：カラーガルバリウム製ラッキング又は冷媒ラック（屋外）※色は監督員と協議のこと、合成樹脂製カバー（屋内）

１．本工事で単独に必要となる足場は下記により設ける。(・本工事　・別契約の関係請負者が定着したものは無償で使用できる)

１４．建設発生土の処理は次のとおりとする。

（２）外部足場　・ Ａ種　・ Ｂ種（くさび緊結式足場（手すり先行方式））　・C種　・ D種　・ E種　・ F種

なお、本工事で設置した足場作業構台の類は、無償で別契約の関係受注者等に使用させること。

３．試験項目は以下のとおりとする。

(4) 冷媒漏えい点検記録簿：電子データにて提出すること。

石綿の除去等措置が必要な場合は下記による。

１２．ガス設備は次による。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（２）ガス漏れ警報遮断装置　　漏洩検知装置は、流量検知式圧力監視型とする。

（３）液化石油ガスの供給権　　ガス設備工事の施工者にガスの供給権は付帯しない。

・　本工事により発生する建設発生土については、下記に示す土質改良プラントへの搬出を想定しているが、

別施設を選定する場合には、事前に監督員と協議すること。

・受入側名称（土質改良プラント）：川越市大字下赤坂1800-3、 (株 )ホートー川越リサイクルプラント

・土質及び処分量：8.7m3

・搬出時期：令和８年２月～３月（予定）

・　 監督員が指示する構内の場所に敷きならす。 （　・敷きならし　　・たい積　）

特記仕様書

（１)配管材料　・　都市ガス　ガス事業者の供給規定による。埋設はPE管を原則とする。

９．工事の着手、施工、完成に当り、関係官公署などへの必要な届出手続等は受注者が代行し遅滞なく行うこと。

１０．RC造の躯体のコア抜きする際は、各所レントゲン撮影等の調査を行うこと。

公共設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）、（電気設備工事編）（最新版）

機械設備工事監理指針（最新版）、建築工事監理指針（最新版）、電気設備工事監理指針（最新版）

１１．本工事の仮設などで使用する電力やガスは、子メーターを設置するなど、使用量が分かるようにすること。

１２．工事の着手に先立ち、工事用打合せ図面（A3二つ折り製本）を２部提出すること。

（関連工事の電気設備改修工事分も含む）

また、事前調査結果と届出事項、石綿ばく露防止対策等の実施内容の掲示をすること。

１３．工事名及び工事内容を記した工事看板（内容及び設置場所について監督員と協議したもの）を設置すること。

本工事は、川越市立上戸小学校の体育館に空調設備等を整備するものである。

１４．その他関連工事　・ 有り (川越市立上戸小学校ほか１校体育館電気設備改修工事 )　　 ・ 無し

川越市上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事

特記仕様書

(上戸小学校) Ｇ Ｕ - ０ １

川越市大字上戸３９０番地１ほか１箇所

５．工事目的物引渡しまでに、施設運営上やむをえず工事対象物を使用する場合は、約款に基づく部分使用に係る手続きを行う。

１０．電源線：CEケーブル、CETケーブル、EEFケーブル（室内機用電源線は冷媒管共巻とし、連絡線より50mm以上離隔をとること）

絶縁抵抗試験、接地抵抗試験、ガス配管気密試験

４．１系統のガス消費量が７０ｋＷ以上の場合、消防法の「火気使用設備等の設置届」が必要となるため、消火器設置を見込むこと。

なお、本工事は、「川越市工事書類（写真）電子納品運用取扱基準」の対象工事である。

実施の可否について、工事着手前に監督員と協議すること。

取扱基準は、川越市総務部技術管理課ホームページで確認すること。
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号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

７

案　　　内　　　図

※（　）は、小学校は「児童」、中学校は「生徒」と読み替える。

１ ／ ５ ０ ０施工条件・案内図・配置図

施工条件等(上戸小学校)

(上戸小学校)

倉庫

プール

小屋

花壇

花壇

花壇花壇花壇

花壇

特別教室棟・体育館
ゴミ置場

危険物物置
物置

受水槽

ポンプ室

花壇

校庭

普通教室棟

配　　　置　　　図
(仮設計画図)
Ｓ =１／５００

工事場所：川越市立上戸小学校

(川越市大字上戸３９０番地１)

上戸小学校
入間川

川越橋

川越保健所

上戸緑地

河越館跡史跡公園

東武東上線

至霞ヶ関駅

至川越市駅

鯨井中学校

川越西消防署名細分署

県道川越坂戸毛呂山線

凡 　例

工事建物を示す

工事車両搬出入口を示す（予定）

工事車両通行経路を示す（予定）

仮囲い（ガードフェンス　Ｈ＝１ .８ｍ）を示す

キャスターゲート（Ｗ３ .６ｍ × Ｈ２ .０ｍ）を示す

交通誘導員を示す（搬出入時、外柵撤去時等）

建物搬出入口を示す(予定)

※仮設計画は周囲の状況を調査し、仮設計画図を作成の上、監督員の承認をうける事。

※工事用駐車場は施設と協議の上、決定すること

※仮囲い範囲外の工事はカラーコーン等で随時区画し安全に配慮すること。

材料搬入経路

工事関係車両（想定）

(出入口：３階 )

(外部階段 )

Ｇ Ｕ - ０ ２

■本工事は、工事施工の箇所を施設運営中に体育館利用を休止して施工するため、以下の点につき配慮し、作業及び工程管理を行うこと。

・施設運用中の作業では、騒音等に十分配慮するとともに、※（児童又は生徒）や教職員、一般利用者などへの十分な安全対策を施すこと。

・休校日または、運営時間外に実施しなければならない作業の際は、監督員や施設管理者等の許可を得て作業を行うこと。

１．令和７年８月下旬から１０月上旬のうち、概ね１ヶ月程度

・工事期間中、施工部屋以外の※（児童又は生徒）や教職員、一般利用者などへの動線を確保すること。

・現場作業により備品等の破損が無いよう細心の注意を払い作業を行うこと。

・施設の運用に支障をきたさぬよう作業実施日や養生についての施設管理者側の要望に対し柔軟に対応すること。

・現調や準備作業等を行う際は、監督員や施設管理者と日程や場所の調整を行うこと。

２．令和７年１２月上旬から令和８年１月下旬のうち、概ね１ヶ月程度（年末年始の閉庁日を除く）

■屋内施工については、原則として下記の〇印期間に施工すること。なお、詳細な作業実施時期ついては契約後、受注者、監督員及び施設管理者と協議により決定とする。

室 外 機 置 場
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. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３０

冷暖房設備　機器表・凡例

公共建築工事標準仕様、防振架台、臭化低減機能

　　　なお、機器表や平面図記載の機器構成や配線仕様などは参考とし、詳細な仕様については、選定メーカーの指定する仕様に限り、別途監督員と協議し決定するものとする。

0.13 液晶画面付、運転ランプ、操作スイッチ、他付属品一式 (空調操作盤内）

冷房能力： 56.0 kW 暖房能力： 63.0 kW

ガス消費量(非発電時)　冷房：46.1kW、暖房：42.7kW

ガス消費量(発電時)　冷房：49.2kW、暖房：45.6kW Ｆ－１ 搬送ファン 8 台 型式： エアー搬送ファン 標準タイプ 1 200 73Ｗ 体育館

発電機容量：4.5kVA 風量： 1365 ｍ3/ｈ

公共建築工事標準仕様、防振架台、臭化低減機能 吊金具共、ON/OFFスイッチ、他附属品一式

他付属品一式

機器重量： 870 kg

外形寸法： 2026Wx880(+80)Dx2228H

体ＧＨＰ－１－１ ガスヒートポンプエアコン 4 台 屋内機型式： 天井吊形、相当馬力：5馬力 1 200 84Ｗ 84Ｗ 体育館

屋内機 冷房能力： 14.0 kW 暖房能力： 16.0 kW

ロングライフフィルター、防球ガード、防振吊具、他付属品一式共

機器重量： 33 kg

外形寸法： 1595Wx680Dx210H

体ＧＨＰ－２ ガスヒートポンプエアコン 1 組 屋外機型式： 停電時自立運転対応型ビル用マルチエアコン、 1 200 1.33 1.19 屋外機置場

0.13発電時マルチ屋外機

体育館３階---ワイヤードリモコン型式：台4ワイヤードリモコンＲＣ－１屋外機置場1.191.332001停電時自立運転対応型ビル用マルチエアコン、屋外機型式：組1ガスヒートポンプエアコン体ＧＨＰ－１

＜冷暖房設備＞

室　名階(KW)（V）（φ）室　名階(KW)(KW)（V）（φ）

設置場所
消費
電力

電圧相

機　　　器　　　仕　　　様台数機　器　名　称

マルチ屋外機

記号

設置場所
暖房
消費
電力

発電時

冷房
消費
電力

0.13

電圧

0.13

相

冷房能力：

機　　　器　　　仕　　　様

56.0

台数機　器　名　称記号

電源周波数：50Hz

機器表

　　・上記要件を満たす空調機器等を選定すること。

　　・空調操作盤は空調リモコンを実装し、課金装置に対応すること。

　　・自立運転時において、室内機、搬送機、コンセントおよび照明器具等に電源を供給する。

　　・停電時において、内蔵されている蓄電池装置にて自立運転が可能であること。

５．GHP停電自立運転は下記について留意すること。

４．選定する機器の能力は、仕様に記載された数値以上とする。

３．消防法令に基づいて届出（火を使用する設備等の届出）対象の屋外機については、消防と協議の上、屋外機置場に消火器（消火器ボックス含む）を設置すること。

２．機器表に記載のガス消費量及び消費電力は参考値とする。また、機器重量及び外形寸法についても参考値とする。

１．選定機器する機器は公共建築工事標準仕様とする。

kW

注記

1595Wx680Dx210H外形寸法：

kg33機器重量：

暖房能力：

ロングライフフィルター、防球ガード、防振吊具、他付属品一式共

kW16.0

63.0

暖房能力：kW14.0冷房能力：屋内機

体育館

kW

84Ｗ84Ｗ2001

分岐配管セット、ドレンホースキット、他付属品一式

天井吊形、相当馬力：5馬力屋内機型式：台4ガスヒートポンプエアコン

ガス消費量(非発電時)　冷房：46.1kW、暖房：42.7kW

体ＧＨＰ－２－１

2026Wx880(+80)Dx2228H外形寸法：

kg820

リモコンスイッチ

屋外機～屋内機

空調用ドレンチャッキ弁 掃除口付

※ガス供給会社の規定による

※ガス供給会社の規定による

屋内保温仕様（異種管接続部）

設けること。

リモコン線

記　　号

冷媒管

凡例（新設）

断熱材被覆銅管

ドレン管

断熱材の厚さ：液管は10.0mm以上　　ガス管は20.0mm以上とする。

　仕　　様名　　称

屋内：保温機能付空調用ドレン管(ACD)

屋内露出部は合成樹脂製カバーに納める。

冷媒管の自重負荷及び熱膨張負荷軽減のため、冷媒管の竪管へ１箇所竪バンドを

屋外：耐候性向上仕様硬質ポリ塩化ビニル管(カラーVP)

室外機接続部：ドレンホース

注）室内機がドレンアップ仕様の場合は、ドレンアップ部を保温する。

保温筒（ＧＷ20mm厚）＋粘着テープ巻き

屋外露出：カラー鋼管ガス管

GC～室外機：強化ガスホース

土中埋設：ＰＥ管

図中の冷媒管サイズが選定メーカーの仕様と異なる場合は、メーカー仕様を優先する。

EM-MEES1.25sq-2C（露出部はメタルモール(B型)にて保護）室内機～

EM-CEES1.25sq-2C（冷媒管併設）連絡線

※ガス供給会社の規定による

屋外露出部はカラーガルバリウム鋼板カバーに納める。

ガス消費量(発電時)　冷房：49.2kW、暖房：45.6kW

発電機容量：4.5kVA

機器重量：

ＭＵ-０１(上戸小学校)

１階

１階

Ｎ／Ｓ

都市ガス仕様、相当馬力：20馬力

都市ガス仕様、相当馬力：20馬力

(親機)

(子機)

分岐配管セット、ドレンホースキット、動力制御盤(電源切替盤)、自立運転スイッチ

４階

４階

４階
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既設雨水竪管に接続

25

C

25

A

D

25

C

25

空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)x4

既設雨水竪管に接続
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B
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空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)x4

15.9φ×28.6φD

12.7φ×28.6φC

9.5φ×22.2φB

9.5φ×15.9φA

冷媒サイズ記号
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号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３０

冷暖房設備　系統図

体育館体育館

配管支持架台c 参考図 S=1:20

コンクリ－ト架台ブロック×2
(参考寸法：110W×230L×100H)

冷媒管、ドレン管

4FL

1FL

2FL

3FL

GL

※記載値は参考値であり、現場施工状況に合わせ調整のこと。

500

L-40×40×5t
(鋼板製・溶融亜鉛メッキ仕上げ)

3
0
0

RSL

配管支持架台e 参考図 S=1:20

※記載値は参考値であり、現場施工状況に合わせ調整のこと。

L-40×40×5t
(鋼板製・溶融亜鉛メッキ仕上げ)

冷媒管
500

5
0
0

壁ブラケット架台

配管支持架台d 参考図 S=1:20

コンクリ－ト架台ブロック×2
(参考寸法：110W×230L×100H)

冷媒管

※記載値は参考値であり、現場施工状況に合わせ調整のこと。

500

L-40×40×5t
(鋼板製・溶融亜鉛メッキ仕上げ)

ＭＵ-０２(上戸小学校)

5
0
0

3,
60

0
3,

85
0

3
3
3
0

3,
57

0

Ｎ／Ｓ
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A矢視参考図　Ｓ＝１／５０

Ｇ
D

D

Ｇ

Ｇ

R

R

R
DD

D

D

Ｇ

体ＧＨＰ－２体ＧＨＰ－１

B矢視参考図　Ｓ＝１／５０

50

架台　　　 ｘ2

ドレン排水間接受けφ50ｘ4

ｃ

50

架台　　　 ｘ8ｄ

屋外機廻り平面詳細図　S=1/30

c d e

d

c

冷媒管ラック

D

ドレンホース

5050

ドレンホース

D

ドレンホース

R

R
D

D

RR

D D

ドレン砕石部に放流

体ＧＨＰ－２体ＧＨＰ－１

20強化ガスホースx2

20GCx2ガス：

ＧＨＰ(体ＧＨＰ－１，２)

機器廻り弁類

動力制御盤

新設ｶﾞｽﾒｰﾀｰ16号

RR

ガスメーターNB16
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. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３０

(上戸小学校) ＭＵ-０３

▼ＧＬ

※（　）寸法は参考とし、
　施工条件等に合わせ調整すること

▼ＧＬ

※図中　　　　　　　は配管支持架台
　（MU-02図 ）記号を表す

アスファルト舗装

(ＲＣ造、４階建て)
校舎プロパンガス置場

動力制御盤 空調室外機

縁石：１５０×１５０

１階配管平面詳細図 Ｓ=１／３０、５０

450Wx130H
亜鉛メッキ鋼板製（歩路用）

ｘ8

ｘ2

B矢視

（ガス会社貸与品）

R

（ガス会社貸与品）

Ｇ

G

G

5050

ｶﾗｰ鋼管50A 露出配管

室外機
室外機 室外機

PC絶縁継手 50A
　ﾒｰﾀｰ廻り ｶﾗｰ鋼管40A

PE管50A
埋設配管

埋設配管
PE管50A

埋設配管
PE管30A

ﾈｼﾞｶﾞｽ栓20A
強化ﾎｰｽ接続
立上りｶﾗｰ鋼管25A
PC絶縁継手25APC絶縁継手25A

立上りｶﾗｰ鋼管25A
強化ﾎｰｽ接続
ﾈｼﾞｶﾞｽ栓20A

立下り ｶﾗｰ鋼管50A



冷媒管外装について屋外はカラーガルバリウム製ラッキング仕上

屋内露出部は合成樹脂製カバー仕上げとする。

3. 室内機電源については冷媒配管共巻きとし、EM-EEF2.0-3C

を見込むものとする。

4. 屋内機ドレン配管立下部に空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)を

見込むものとする。

5. 機器設置においては新設機器架台により機器吊り込みを行い

後打ちアンカーボルトにて梁下面に固定を行う。

６. 配管の敷設位置及びレベルについては既設開口部の開閉及び

カーテンの開閉に支障の無いよう現場状況に応じて施工を

行うものとする。

7. 外壁コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。

,D D

2.

冷媒管の口径は左表による。1.

注　記

R R

R
R

体ＧＨＰ－１ 体ＧＨＰ－２

15.9φ×28.6φD

12.7φ×28.6φC

9.5φ×22.2φB

9.5φ×15.9φA

冷媒サイズ記号

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

(上戸小学校)
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4,000

Ｘ

8,000

40,000

１６ ７

1,000

Ｓ = １／ １０ ０

ＵＰ

廊下

入口

ト イ レ

湯沸室

学童保育室

押入

和室

図画室工作室

ＵＰ

階段室

準備室 理科室 家庭科室

押入

保健室

女子トイレ

Ｐ Ｓ

Ｅ Ｐ Ｓ

男子トイレ

１　階　平　面　図

ＭＵ - ０４
１階配管平面図 Ｓ =１／１００

Ｇ

Ｇ

埋設配管
ｺﾝｸﾘｰﾄ壊し・復旧

以降配置図参照

PC絶縁継手50A
ｶﾗｰ鋼管50A 露出配管

以降平面詳細図参照

PE管50A

立上り ｶﾗｰ鋼管50A



Ｓ = １／５０、１００

ＭＵ - ０５

４　階　平　面　図 Ｓ = １／ １ ０ ０

※立下部空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)

SGP100A

職員室

理科室
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※取付高さは監督員と協議による

(放送室上部 )

※立下部空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)

ギャラリー

階段室

ＤＮ

廊下

教材室

(ステージ上部 ) アリーナ上部

ＤＮ

ギャラリー

ＤＮ

(器具庫上部 )

(更衣室上部 )

(廊下上部 )
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Ｙ １

２

３

４

４階配管平面図・断面図

(上戸小学校)

３ ０１７ 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事.

齋 藤一級建築士 １第３２６０８ 号

特記事項

変更年月日 図面名称

設計年月日 工事名称

.Ｒ計設築建出藤斉 室
出

設 計検 印

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

Ｎ ｏ ,

記号 冷媒サイズ

A 9.5φ×15.9φ

B 9.5φ×22.2φ

C 12.7φ×28.6φ

D 15.9φ×28.6φ

RR

ABCD

25252525

ぶどう棚上部配管

100φコア抜きx2

R R R R
D D D D

D C B

25 25 25

D D D

25

R R R R

立下部掃除口キャップ

既存雨水配管

Ｔ

空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)

既存防球ネット

既存防球ネット

既存雨水竪管に接続

断面参考図　Ｓ＝１／５０

注　記

1. 冷媒管の口径は左表による。

2. 冷媒管外装について屋外はカラーガルバリウム製ラッキング仕上

屋内露出部は合成樹脂製カバー仕上げとする。

3. 室内機電源については冷媒配管共巻きとし、EM-EEF2.0-3C

を見込むものとする。

4. 屋内機ドレン配管立下部に空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)を

見込むものとする。

5. 機器設置においては新設機器架台により機器吊り込みを行い

後打ちアンカーボルトにて梁下面に固定を行う。

６. 配管の敷設位置及びレベルについては既設開口部の開閉及び

カーテンの開閉に支障の無いよう現場状況に応じて施工を

行うものとする。

7. 外壁コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。

掃除口キャップx4

既存雨水竪樋に接続ｘ4箇所

既存雨水竪樋に接続ｘ4箇所

既存防球ネット

既存防球ネット

A

掃除口キャップx4

DD ,

R
R

R
R

Ｆ－１
×４

×４
体ＧＨＰ－１－１

Ｆ－１
×４

×４
体ＧＨＰ－２－１



Ｓ = １／ ５ ０ ０配 　　 　置 　 　 　図

普通教室棟

校庭

花壇

ポンプ室

受水槽
物置

危険物物置

ゴミ置場
体育館

隣
地
境
界
線

道路境界線
隣地境界線

隣
地

境
界

線

花壇

花壇 花壇 花壇

花壇

花壇

小屋

プール

倉庫

Ｇ

既存再利用を示す。

■凡例

Ｇ

EFｻｰﾋﾞｽﾁｰｽﾞ 75Ax50A

ﾊﾞﾙﾌﾞﾋﾟｯﾄ

埋設配管

埋設配管
ｱｽﾌｧﾙﾄ壊し･仮復旧

以降平面図参照

既設PE管75Aより取出

PEﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ 50A

既設PE管75A

PE管50A

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

１ ／ ５ ０ ０

(上戸小学校)

都市ガス設備　屋外配管図
ＭＵ - ０６



空調制御仕様書

P4P3P2

P4P3P2

P1

P1

・ｷｰｽｲｯﾁ(ﾀｷｹﾞﾝS-430-90-B-1)　 　×１　※キー8本

600

(参考図)

1,
00

0

200

(鋼板製屋内壁掛形・標準色仕上)

空調操作盤

空調操作盤姿図

・搬送ファン用ﾘﾓｺﾝ　　　　　　　×４

EM-CEES1.25゜-2C

室内機室内機

ﾘﾓｺﾝ線

室内機 室内機

室内操作線：EM-CEES1.25゜-2C

体育館上部

空調操作盤へ

L-６へ

電灯盤

(1面)

参考系統図

(標準色仕上)

鋼板製壁掛型鍵付き

空調操作盤

搬送ﾌｧﾝ
ｽｲｯﾁ

制御アダプター
※冷暖房機器
　オプション品

L8R想定
東亜電子工業

カードタイマー
照明用

将来工事

(A接点)
リレーBOX

搬送ﾌｧﾝ
ｽｲｯﾁ

搬送ﾌｧﾝ
ｽｲｯﾁ ｽｲｯﾁ

搬送ﾌｧﾝ C接点

ﾘﾓｺﾝ
個別空調

ﾘﾓｺﾝ
個別空調

ﾘﾓｺﾝ
個別空調

・上記要件を満足すること。

・下記系統図は参考であり、操作条件を満たすための機器等は本工事に含む。

日東:W20-44A相当

(1面)自立運転ｽｲｯﾁ収納箱

ﾘﾓｺﾝ線

・時間経過しタイマー切れたタイミングで手元禁止がかかり個別リモコンからの操作は不可に、空調も一括停止となる。

③停電使用時：自立運転スイッチにて自立運転開始後、キースイッチを「学校」側にし、個別リモコンから操作

②貸出使用時：キースイッチを「貸出」側にし、カードを入れた後、個別リモコンから操作

・カード挿入時に手元解除となり個別リモコンから操作可能となる。

①学校使用時：キースイッチを「学校」側にし、個別リモコンから操作

操作条件

子機

室外機
電源自立
体GHP-2

親機

室外機
電源自立
体GHP-1

室内操作線

室内操作線

+

搬送ﾌｧﾝへ

体育館上部

空調操作盤へ

室内操作線：EM-CEES1.25゜-2C

室内機 室内機室内機

自立運転警報ﾗﾝﾌﾟ出力：EM-CEE1.25゜-2C

自立運転ﾗﾝﾌﾟ出力：EM-CEE1.25゜-2C

自立SW入力：EM-CEE1.25゜-2C

・空調用個別ﾘﾓｺﾝ　　　　　　　　×４

リレーBOX
(B接点)

×D150
H300×W300
スイッチ盤
自立運転

空調室内機

体GHP-1-1 体GHP-2-1体GHP-2-1体GHP-1-1

ﾘﾓｺﾝ

※開で鍵が抜ける

個別空調

開：貸出
閉：学校
キースイッチ

室内機

(C接点)
リレーBOX

C接点

AC100V

常時・自立運転時
電源供給

L8R想定

カードタイマー

東亜電子工業

空調用

※制御アダプター～リレーBOX間の結線、
　配置等は、選定する空調機器メーカー
　の制御アダプターの接続要領による。

将来工事

川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事

Ｎ／Ｓ

Ｅ Ｕ - ０ １(上戸小学校)

３ ０１７ .

齋 藤一級建築士 １第３２６０８ 号

特記事項

変更年月日 図面名称

設計年月日 工事名称

.Ｒ計設築建出藤斉 室
出

設 計検 印

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

Ｎ ｏ ,

　　　　 室内外連絡線　　　：EM-CEES1.25゜-2C
（※A）　同期信号線　　　　：EM-CEES1.25゜-2C
　　　 　インバーター通信線：EM-CEES1.25゜-2C

(
※

A
)

ﾘﾓｺﾝ線

ﾘﾓｺﾝ線

空調操作盤へ

空調操作盤へ



体ＧＨＰ－２体ＧＨＰ－１

冷媒管ラック

搬送ﾌｧﾝ電源EM-EEF2.0-3C(1CE)x2

GHP屋内機電源FEP50～
冷媒管ラック～
冷媒管共巻

EM-EEF2.0-3C(1CE)x2

コンセント負荷（非常）EM-CE22ﾟ-2C

照明負荷（非常）FEP50～
冷媒管ラック～
GZ54

EM-CE8ﾟ-2C

屋外機用入力電源FEP50～冷媒管ラ
ック～GZ54EM-CE60ﾟ-2C+E8ﾟ

C

自立出力
FEP50～
冷媒管ラック～
F2-24防水

EM-CE8ﾟ-2C

GHP屋外機電源
FEP50～
冷媒管ラック～
F2-24防水

EM-CE5.5ﾟ-3C(1CE)

B

GHP屋外機電源
FEP50～
冷媒管ラック～
F2-24防水

EM-CE5.5ﾟ-3C(1CE)Ａ

種別配管配線内訳記号

に設置となるため立上を見込むこと。

GHP屋外機及び動力制御盤はGL+1000基礎上2.

メーカーの配線要領によるため、参考図とする

室外機廻り配線については、選定した空調機器1.

注　記
記号 配管配線内訳 種別

Ｄ EM-EEF2.0-3C(1CE) 天井内 空調操作盤制御電源

Ｅ

EM-EEF2.0-2Cx4

天井内

搬送ファンスイッチ

EM-CE60ﾟ-2C+E8ﾟ 屋外機用入力電源

EM-CE8ﾟ-2C 照明負荷（非常）

EM-CE22ﾟ-2C コンセント負荷（非常）

Ｆ

EM-EEF2.0-2Cx4 (E51) 搬送ファンスイッチ

EM-CE60ﾟ-2C+E8ﾟ (E63) 屋外機用入力電源

EM-CE8ﾟ-2C
(E63)

照明負荷（非常）

EM-CE22ﾟ-2C コンセント負荷（非常）

WP ４階へ

P.B 600x600x300(防水型)

Ｆ

４階へ

L-3A

体育館配電盤

躯体壁コア抜き75φx2

空調操作盤

ＤＥ

躯体壁コア抜き75φx2

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

(上戸小学校)

１ ／ １ ０ ０

Ｅ Ｕ - ０ ２
電気設備１・３階平面図

１ 階 平 面 図 Ｓ = １／ １ ０ ０ ３ 階 平 面 図 Ｓ = １／ １ ０ ０
Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ５ ＸＸ ６ ７

8,000 4,0008,0008,0008,0004,000

理科室準備室

和室

押入

児童遊戯室

湯沸室

ト イ レ

入口

Ｕ Ｐ

8
,5

0
0

2
,5

0
0

8
,5

0
0

1
9

,5
0

0

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ １

２

３

４

男子トイレ

Ｅ Ｐ Ｓ

Ｐ Ｓ

女子トイレ

8
,5

0
0

2
,5

0
0

1
9

,5
0

0

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ １

２

３

４

8
,4

6
1

器具庫

廊下

動力制御盤

ED

E8.0(VE16)

Ｂ Ａ

Ｃ

新設D種接地工事（ELB用）
動力制御盤及び体育館配電盤へ

Ｄ Ｎ Ｕ Ｐ

階段室

用具庫

用具庫

※H

※D※D

※D

※Ｈ：600×600×600 (防水型) SUS　E端子付

※Ｇ：300×300×300 (防水型) SUS　E端子付

P1からP4は屋内機や搬送ファンの組み合わせを示す。5.

躯体コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。4.

冷媒配管に共巻きとして見込むものとする。

室内機電源、搬送ファン電源についてはEM-EEF2.0-3C(1CE)x2を3.

※Ｆ：150×150×150 (防水型) SUS　E端子付

※Ｅ：600×600×600　錆止め塗装E端子付

※Ｄ：600×600×300　錆止め塗装E端子付

※Ｃ：300×300×300　錆止め塗装E端子付

※Ｂ：200×200×200　錆止め塗装E端子付

※Ａ：150×150×150　錆止め塗装E端子付2.

プルボックスサイズ仕様は下記とし、WPは防水型とする1.

注　記



×４
体ＧＨＰ－２－１

×４
Ｆ－１

体ＧＨＰ－１－１
×４

Ｆ－１
×４

※Ｈ：600×600×600 (防水型) SUS　E端子付

※Ｇ：300×300×300 (防水型) SUS　E端子付

P1からP4は屋内機や搬送ファンの組み合わせを示す。5.

躯体コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。4.

冷媒配管に共巻きとして見込むものとする。

室内機電源、搬送ファン電源についてはEM-EEF2.0-3C(1CE)x2を3.

※Ｆ：150×150×150 (防水型) SUS　E端子付

※Ｅ：600×600×600　錆止め塗装E端子付

※Ｄ：600×600×300　錆止め塗装E端子付

※Ｃ：300×300×300　錆止め塗装E端子付

※Ｂ：200×200×200　錆止め塗装E端子付

※Ａ：150×150×150　錆止め塗装E端子付2.

プルボックスサイズ仕様は下記とし、WPは防水型とする1.

注　記

(E51)

(E39)

(E39)

EM-EEF2.0-3C(1CE)x2

EM-EEF2.0-2Cx3

EM-EEF2.0-3C(1CE)

Ｋ

記号 配管配線内訳 種別

Ｇ EM-EEF2.0-3C(1CE) (PF22) 搬送ファン電源

Ｈ EM-EEF2.0-2Cx4 搬送ファンスイッチ

Ｉ
搬送ファン電源

搬送ファンスイッチ

Ｊ
搬送ファン電源

EM-EEF2.0-2Cx2 搬送ファンスイッチ

EM-EEF2.0-3C(1CE)
(E39)

搬送ファン電源

EM-EEF2.0-2Cx2 搬送ファンスイッチ

Ｌ EM-EEF2.0-3C(1CE)x2 (E31) 搬送ファン電源

Ｍ EM-EEF2.0-3C(1CE) (E25) 搬送ファン電源

Ｎ

EM-CE60ﾟ-2C+E8ﾟ (E63) 屋外機用入力電源

EM-CE8ﾟ-2C
(E63)

照明負荷（非常）

EM-CE22ﾟ-2C コンセント負荷（非常）

Ｏ

EM-CE60ﾟ-2C+E8ﾟ (GZ54) 屋外機用入力電源

EM-CE8ﾟ-2C
(GZ54)

照明負荷（非常）

EM-CE22ﾟ-2C コンセント負荷（非常）

Ｇ Ｇ ＧＧ

Ｇ Ｇ

Ｈ,Ｎ

Ｇ Ｇ

冷媒管ラッキング内より搬送ファン電源
EM-EEF-2.0-3C(1CE)x2取出

Ｊ Ｉ Ｉ Ｈ

Ｌ Ｍ Ｍ

Ｌ

躯体壁コア抜き75φx2

Ｋ

３階より

Ｌ

１階より

Ｎ Ｎ

Ｏ

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

(上戸小学校)

１ ／ １ ０ ０

Ｅ Ｕ - ０ ３
電気設備４階平面図

Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ ＸＸ

40,000

６ ７４ 階 平 面 図 Ｓ = １／ １ ０ ０

(廊下上部 )

(更衣室上部 )

(器具庫上部 )

Ｄ Ｎ

ギャラリー

Ｄ Ｎ

アリーナ上部(ステージ上部 )

(放送室上部 )

教材室

廊下

Ｄ Ｎ

8
,4

6
1

４

３

２

１Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

1
9

,5
0

0

2
,5

0
0

8
,5

0
0

４

３

２

１Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

1
9

,5
0

0

8
,5

0
0

2
,5

0
0

8
,5

0
0

階段室

8,000 4,0008,0008,0008,0004,000

Ｐ３ Ｐ４ Ｐ４

※Ｂ

Ｐ２Ｐ２Ｐ１

※Ｂ

※D

※Ｂ

Ｐ１

Ｐ３

※Ａ ※Ａ※Ａ※Ａ

※E
※Ｂギャラリー

※E

※C

※H
WP



体ＧＨＰ－２体ＧＨＰ－１

冷媒管ラック

WP ４階へ

Ｆ

４階へ

L-3A

体育館配電盤

躯体壁コア抜き75φ

空調操作盤

ＤＥ

躯体壁コア抜き75φ

自立SW,ランプ線
冷媒管ラック～
F2-38防水～
GZ36

EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3C

自立SW,ランプ線EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3

自立負荷接続リレー線EM-CEES1.25ﾟ-2C

復電信号線
FEP30(復電信号線
・自立負荷リレー線
のみ）～冷媒管ラッ
ク～F2-63防水

EM-CEES1.25ﾟ-2C

Ｂ

インバーター間通信線EM-CEES1.25ﾟ-2C

同期信号線EM-CEES1.25ﾟ-2C

屋外機渡り線
F2-38 防水～
冷媒管ラック～
F2-38 防水

EM-CEES1.25ﾟ-2C

Ａ

種別配管配線内訳記号

自立SW,ランプ線EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3

空調制御線EM-CEES1.25ﾟ-2C

個別リモコン線

(E63)

EM-CEES1.25ﾟ-2Cx4

Ｆ

自立SW,ランプ線EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3

空調制御線EM-CEES1.25ﾟ-2C

個別リモコン線

天井内

EM-CEES1.25ﾟ-2Cx4

Ｅ

照明制御線天井内EM-CE2ﾟ-2CＤ

種別配管配線内訳記号

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

(上戸小学校)

１ ／ １ ０ ０

Ｅ Ｕ - ０ ４
自動制御設備１・３階平面図

１ 階 平 面 図 Ｓ = １／ １ ０ ０ ３ 階 平 面 図 Ｓ = １／ １ ０ ０
Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ５ ＸＸ ６ ７

8,000 4,0008,0008,0008,0004,000

理科室準備室

和室

押入

学童保育室

湯沸室

ト イ レ

入口

Ｕ Ｐ

8
,5

0
0

2
,5

0
0

8
,5

0
0

1
9

,5
0

0

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ １

２

３

４

男子トイレ

Ｅ Ｐ Ｓ

Ｐ Ｓ

女子トイレ

8
,5

0
0

2
,5

0
0

1
9

,5
0

0

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ １

２

３

４

8
,4

6
1

器具庫

廊下

動力制御盤

Ｄ Ｎ Ｕ Ｐ

階段室

用具庫

用具庫

Ｃ

Ｂ Ａ※C

※B ※B

※B

P1からP4は屋内機や搬送ファンの組み合わせを示す。5.

躯体コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。4.

を冷媒配管共巻きとして見込むものとする。

室内機制御配線渡り配線についてはEM-CEES1.25ﾟ-2C3.

※Ｃ：200×200×200 (防水型) SUS

※Ｂ：200×200×200　錆止め塗装

※Ａ：150×150×150　錆止め塗装2.

プルボックスサイズ仕様は下記とし、WPは防水型とする1.

注　記



×４
体ＧＨＰ－２－１

×４
Ｆ－１

体ＧＨＰ－１－１
×４

Ｆ－１
×４

Ｇ Ｐ ＧＰ

Ｐ Ｐ，Ｈ

Ｎ

Ｇ Ｇ

Ｊ Ｉ Ｉ

Ｊ

躯体壁コア抜き50φ

３階より

Ｊ

１階より

Ｌ Ｍ

Ｏ

自立SW,ランプ線(GZ36)EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3O

自立SW,ランプ線EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3

空調制御線EM-CEES1.25ﾟ-2C

個別リモコン線

(E63)

EM-CEES1.25ﾟ-2Cx4

N

自立SW,ランプ線EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3

個別リモコン線
(E51)

EM-CEES1.25ﾟ-2Cx4
M

自立SW,ランプ線EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3

個別リモコン線
(E51)

EM-CEES1.25ﾟ-2Cx3
L

自立SW,ランプ線EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3

個別リモコン線
(E51)

EM-CEES1.25ﾟ-2Cx2
K

個別リモコン線(E31)EM-CEES1.25ﾟ-2Cx2J

個別リモコン線(E19)EM-CEES1.25ﾟ-2CI

空調制御線(PF14)EM-CEES1.25ﾟ-2CH

個別リモコン線(PF14)EM-CEES1.25ﾟ-2CG

種別配管配線内訳記号

P1からP4は屋内機や搬送ファンの組み合わせを示す。5.

躯体コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。4.

を冷媒配管共巻きとして見込むものとする。

室内機制御配線渡り配線についてはEM-CEES1.25ﾟ-2C3.

※Ｃ：200×200×200 (防水型) SUS

※Ｂ：200×200×200　錆止め塗装

※Ａ：150×150×150　錆止め塗装2.

プルボックスサイズ仕様は下記とし、WPは防水型とする1.

注　記

ＮＬＫ

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

(上戸小学校)

１ ／ １ ０ ０

Ｅ Ｕ - ０ ５
自動制御設備４階平面図

Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ ＸＸ

40,000

６ ７４ 階 平 面 図 Ｓ = １／ １ ０ ０

(廊下上部 )

(更衣室上部 )

(器具庫上部 )

Ｄ Ｎ

ギャラリー

Ｄ Ｎ

アリーナ上部(ステージ上部 )

(放送室上部 )

教材室

廊下

Ｄ Ｎ

8
,4

6
1

４

３

２

１Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

1
9

,5
0

0

2
,5

0
0

8
,5

0
0

４

３

２

１Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

1
9

,5
0

0

8
,5

0
0

2
,5

0
0

8
,5

0
0

階段室

8,000 4,0008,0008,0008,0004,000

ギャラリー

Ｐ３ Ｐ４ Ｐ４

Ｐ２Ｐ２Ｐ１ Ｐ１

Ｐ３

※Ａ ※Ａ※Ａ※Ａ

WP

※B

※B

※C

※Ｂ

※Ｂ※Ｂ※Ｂ ※Ｂ

個別リモコン線(PF14)EM-CEE1.25ﾟ-2Cx2P



・ 有 り　 ・ 無 し

出

設 計検 印

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

Ｎ ｏ ,

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

.

６

川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

(上戸小学校)

ギャラリー 天 井

・ 有 り　 ・ 無 し

■ 建築工事仕様

（１）質問回答書、本特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」

　　　（以下、「標準仕様書」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。

なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。

（２）本特記仕様書の表記

　　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　３）［　．　．］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図表を示し、（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。

種別等 [8 . 20 . 4 ][表 8 . 20 . 1 ]

能力のある工場

外観検査　　※行う　・行わない

の形鋼、鋼板

最小板厚2.3mm以上、3.2mm未満

８ 溶融亜鉛

鉄筋の種類１ 鉄筋

２ 溶接金網 形状等

１
　
鉄
筋
工
事
　

種類の記号

・SD295

・SD345 ※D19以上

※D16以下

備　考呼 び 径 (㎜ )

架台

[8 . 2 . 1 ]

種　類

・溶接金網

・鉄筋格子

JIS 150角　6ΦG3551

使用部位

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

網目の形状、寸法、鉄線の経 (㎜ )種類の記号

[8 . 2 . 2 ]

継手位置

・図示による

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

部　 位

基礎、耐圧スラブ、土圧壁

呼び径 (㎜ )

※D19以上

継 手 方 法

・ガス圧接・機械式継手

・溶接継手

・重 ね継 手 　 ・

・重ね継手　・ガス圧接

・重 ね継 手 　 ・その他 の鉄 筋 (　 　 )

３ 鉄筋の継手

（構造関係共通図 (配筋標準図 )5 .1、6.1、7.1、7.3、8.1）

[8 . 3 . 4 ][8 . 4 . 2～ 3 ]鉄筋の継手方法等

章 項　目 特 　記 　事 　項

鉄筋の定着長さ

・ 図 示 による （ 　 　 　 　 　 ）

４ 鉄筋の定着

4 0ｄ

( 5 . 3 . 4 )

最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

　及び間隔

※図示による（構造関係共通図 (配筋標準図 )4(1)表4.1）

・ 図 示 による （ 　 　 　 　 　 ） 　 　 ・ 　 　

５ 鉄筋の

かぶり厚 さ

( 5 . 3 . 5 )

(溶接金網含む)

※図示による６ 各部配筋 ( 5 . 3 . 7 )

３
　
鉄
骨
工
事

建築基準法第77条の56に基づき国土交通大臣から性能

評価機関として認定を受けた(株 )日本鉄骨評価センター

及び(株 )全国鉄骨評価機構 (旧 (社 )全国鐵構工業協会 )

の「鉄骨製作工場の性能評価基準」により評価を受け、

国土交通大臣から認定を受けた工場、又は同等以上の

鉄骨製作工場の加工能力

　 　 　評 価 の区 分 　 　※（ Ｒ ）グレード 　 　 ・指 定 しない

[8 . 1 . 5 ]１ 鉄骨製作

　 　 　 　工 場

２ 施工管理 配置する
技術者

[8 . 1 . 6 ]

種類等 [8 . 2 . 8 ]３ 鋼材

・ JI S 規 格 による　 ・

・ JI S 規 格 による　 ・

溶融亜鉛めっき工法の適用箇所

Ｈ形鋼

普通鋼板

種類の記号

SN400B

SN400B

適用箇所（主要な部分） 規 格

・ 屋外架台

・図示による

４ 高力ボルト ボルトの種類

・トルシア形高力ボルト 　　　・JIS形高力ボルト

ボルト のねじの呼 び　 　 ・図 示 による（ 　 　 　 　 ） 　

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

溶融亜鉛めっき以外

※標準仕様書 7 . 4 . 2 (1 )による　・　

溶融亜鉛めっき面

[8 . 1 3 . 2 ]

[8 . 2 . 9 ]

[8 . 1 4 . 2 ][8 . 2 0 . 5 ]

・溶融亜鉛めっき高力ボルト 　 ・ワンサイドボルト

摩擦面の処理方法等

・ブラスト処理（表面粗度 50μm R z以上）

・ブラスト処理以外の特別な処理方法

・ボルト穴廻り メッキ時養生

・鉄骨組立後に溶融亜鉛メッキの欠陥部分の補修

(表 1 4 ・ 2 ・ 4 )を行 う。

・構造用アンカーボルト （JIS B 1 2 2 0 ）

種類　・ABR400　・ABR490　・　

(7 . 2 . 4 ) (7 . 1 0 . 3 )５ ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

　 めっき

アンカーボルト 類

鉄骨架台

溶接材料

・ [8 . 2 . 1 0 ]( 1 )、 ( 2 )による

・ [8 . 2 . 10](1 )、 (2 )以外の溶接材料

材料及び使用箇所　　　 ・図示による (　　　　　　 ) 　

[8 . 2 . 1 0 ]６ 溶接材料

H12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等

・抜き取り検査①

[8 . 15 . 12 ]７ 溶接部の

　 　 　 　試 験

※抜き取り検査②

・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強

マニュアル」3 . 5 . 2 受入検査による

打放し仕上げ

合板せき板を用いるコンクリートの

仕上り

[8 . 1 . 4 ][8 . 2 . 7 ]

種　別 適 用 箇 所

・ Ａ 種

・ Ｂ 種

・ Ｃ 種

※図 示 による （ 　 　 　 　 　 ）

※図 示 による （ 　 　 　 　 　 ）

※図 示 による （ 　 　 　 　 　 ）

１ コンクリート

　 の種類等

類別

※Ⅰ類 （ JI S A 5 3 0 8 への適合を認証されたコンクリート ）

・Ⅱ類 （ JI S A 5 3 0 8 に適合したコンクリート )

[8 . 1 . 3、 4 ][8 . 2 . 5 ]

普通コンクリート 　※図示による

適用箇所スランプ気乾単位容積

質 量 （ t/m ３ ）

　2.3程度

(N/mm２)

・ 2 4

・

・15又は18 ・18

JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する

２
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

　　箇所は、超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。外観試

　 　 ※全 数 　 　 ・ 　

・ Ａ 種

の形鋼、鋼板

種類２ セメ ント [8 . 2 . 5 ]

かつ2 8日目で 4 0 2Ｊ/ｇ以下のものとする。

適 用 箇 所 （※下 記 以 外 全 て　　 ・　 　 　 　 　 　 　 ）

シリカセメント Ａ種 又 はフライアッシュセメント Ａ種

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に

示された規定の他、水和熱が7日目で352Ｊ/ｇ以下、

※普通ポルト ランドセメント 、高炉セメント Ａ種 、

３ 骨材 アルカリシリカ反応性による区分

※Ａ・Ｂ (コンクリート 中のアルカリ総量が3 . 0 k g /m ３ 以下 )

[8 . 2 . 5 ]

混和剤の種類

※標準仕様書 6 . 3 . 1 (4 ) (a )による　　・

混和材の種類

※標準仕様書 6 . 3 . 1 (4 ) (b )による　　・

・混和材

４ 混和材料 [8 . 2 . 5 ]・混和剤

せき板の材料及び厚さ

・合 板 （※1 2 m m 　 ・ 　 　 ）Ｇ

( 6 . 8 . 2 ) [8 . 2 . 7 ]

存置期間及び取外し

※標準仕様書6.8.4による

（ ※図 示 による （ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

・普通エコセメントの場合

( 6 . 8 . 4 )

５ ｺﾝｸﾘｰﾄの

６ 型枠

　　験の不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を

　　行い、再試験する。

適用部位

　・工事現場溶接の場合

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験（第三者機関）

　 　 ※全 数 　 　 ・ 　

普 通 ボルト ・ナット 類 、

　・工場溶接の場合

確認方法等

　・JASS 6 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査 (1)から(5)

　　までによる。ただし、完全溶込み溶接部の外観検査の抜取

の種別

亜鉛めっき

最小板厚6.0mm以上の形鋼、鋼板

材 料

・ Ｃ 種

最小板厚3.2mm以上、6.0mm未満・ Ｂ 種

・構造関係共通図 (鉄骨標準図 )1-1 縁端距離及びボルト間隔

■アスベスト含有調査結果表 (体育館 )

階 アスベスト含有 施工年度部位 材料名 調査年度

３

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査

・ 未調査

・ 未調査

・ 未調査

・ 有 り　 ・ 無 し
４

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査

・ 未調査

※未調査箇所については、本工事にて、アスベスト検体分析調査 (定性分析 )を行い、調査結果を監督員へ報告すること。

※採取箇所は、コーキング等で補修のこと。

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査

・ 未調査

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査

・ 未調査

基礎部

呼び強度

平成２５年
・ 未調査

令和６年

リシン吹付外壁

廊下天井 石膏ボード 平成２５年

平成２９年

リシン吹付 令和６年

令和６年

平成２５年

昭和５２年

建築工事特記仕様書
Ａ Ｕ - ０ １

・ 1 8 　2.3程度 ・15又は18 ・18

・リン酸処理

石膏ボード器具庫天井

令和６年平成２５年
・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査
石膏ボード器具庫２天井

令和６年
・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査
ロックウール吸音板

・ 未調査

・ 有 り　 ・ 無 し
平成２５年放送室天井

令和６年
・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査
男子トイレ天井 フレキシブルボード 昭和５２年

捨てコン

令和６年
・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査
廊下壁 有孔合板 昭和５２年



出

設 計検 印

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

Ｎ ｏ ,

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

７

(上戸小学校)

男子トイレ

Ｅ Ｐ Ｓ

Ｐ Ｓ

女子トイレ

保健室

押入

家庭科室理科室準備室

階段室

Ｕ Ｐ

工作室 図画室

和室

押入

学童保育室

湯沸室

ト イ レ

入口

廊下

Ｕ Ｐ

8
,5

0
0

2
,5

0
0

8
,5

0
0

1
9

,5
0

0

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ １

２

３

４

8
,5

0
0

2
,5

0
0

1
9

,5
0

0

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ １

２

３

４

8
,4

6
1

Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ ＸＸ １６ ７

40,000

4,000 8,000 8,000 8,000 4,0008,000

1,000

4,000 8,000 8,000 8,000

Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ Ｘ

4,000

Ｘ

8,000

40,000

１６ ７

1,000

Ｓ = １／ １ ０ ０１ 階 平 面 図

１階平面図 １ ／ １ ０ ０

くさび緊結式足場 (手すり先行方式 )：　　　　

垂直養生：ネット状養生シート張り(防炎Ⅰ類)

※室外機設置平面図による

１ , ８ ０ ０ ×１ , ８ ０ ０ ×Ｈ １ ４ , ６ ０ ０

Ａ Ｕ - ０ ２



Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

７

(上戸小学校)

男子トイレ

Ｅ Ｐ Ｓ

Ｐ Ｓ

女子トイレ

階段室

廊下

Ｕ Ｐ

8
,5

0
0

2
,5

0
0

8
,5

0
0

1
9

,5
0

0

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ １

２

３

４

8
,5

0
0

2
,5

0
0

1
9

,5
0

0

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ １

２

３

４

8
,4

6
1

Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ ＸＸ １６ ７

40,000

4,000 8,000 8,000 8,000 4,0008,000

1,000

4,000 8,000 8,000 8,000

Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ Ｘ

4,000

Ｘ

8,000

40,000

１６ ７

1,000

Ｓ = １／ １ ０ ０

１ ／ １ ０ ０

２ 階 平 面 図

２階平面図

Ｕ Ｐ

Ｄ Ｎ

Ｄ Ｎ

事務室 放送室校長室職員室女子更衣室 男子更衣室

映写室映写室

印刷室

用務員室

押入
視聴覚室

Ａ Ｕ - ０ ３

垂直養生：ネット状養生シート張り(防炎Ⅰ類)

くさび緊結式足場(手すり先行方式)



Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

７

(上戸小学校)

男子トイレ

Ｅ Ｐ Ｓ

Ｐ Ｓ

女子トイレ

階段室

8
,5

0
0

2
,5

0
0

8
,5

0
0

1
9

,5
0

0

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ １

２

３

４

8
,5

0
0

2
,5

0
0

1
9

,5
0

0

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ １

２

３

４

8
,4

6
1

Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ ＸＸ １６ ７

40,000

4,000 8,000 8,000 8,000 4,0008,000

1,000

4,000 8,000 8,000 8,000

Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ Ｘ

4,000

Ｘ

8,000

40,000

１６ ７

1,000

Ｓ = １／ １ ０ ０

１ ／ １ ０ ０

Ｕ Ｐ

Ｄ Ｎ

３ 階 平 面 図

３階平面図

Ｄ Ｎ

器具庫

Ｕ Ｐ

放送室

控室

控室

ステージ アリーナ 廊下

Ｕ Ｐ

Ｕ Ｐ

Ａ Ｕ - ０ ４

垂直養生：ネット状養生シート張り(防炎Ⅰ類)

くさび緊結式足場(手すり先行方式)

器具庫

器具庫

簡易型移動式足場(階高５.７ｍ以上７.４ｍ未満)

簡易型移動式足場(階高５.７ｍ以上７.４ｍ未満)

床養生 (合板敷ｔ=９ｍｍ以上、ブルーシート敷共 )、整理清掃後片付け

床養生 (合板敷ｔ=９ｍｍ以上、ブルーシート敷共 )、整理清掃後片付け

簡易型移動式足場(階高５.７ｍ以上７.４ｍ未満)

床養生 (合板敷ｔ=９ｍｍ以上、ブルーシート敷共 )、整理清掃後片付け

枠組棚足場(手すり先行方式)階高５.７ｍ以上７.４ｍ未満)

天井改修(１)

壁改修

天井点検口新設(計５か所)を示す

アルミ製４５０×４５０(額縁タイプ)開口補強、ボード切込共

天井改修(2)

天井改修(４)

天井改修(３)

改修：現況仕上撤去し、有孔化粧合板ｔ=１５(９００×１,０００程度)

天井改修(１) 現況：ＬＧＳ野縁下地、化粧石膏ボードｔ=９.5

改修：現況仕上撤去し、化粧石膏ボードｔ=９.５(９１０×９１０程度)

壁改修 現況：木胴縁組下地、有孔化粧合板ｔ=１５

特記事項

改修：現況仕上撤去し、有孔石膏ボードｔ=９.５ ＥＰ塗り(９１０×９１０程度)

天井改修(２) 現況：ＬＧＳ野縁下地、有孔石膏ボードｔ=９.5

天井改修(３) 現況：ＬＧＳ野縁、石膏ボード９.５下地、ロックウール吸音板ｔ=９

改修：現況下地ボード、仕上撤去し、石膏ボードｔ=９.５、ロックウール吸音板ｔ=９(９１０×９１０程度)

改修：現況仕上撤去し、フレキシブルボードｔ=４ ＥＰ塗り(９１０×９１０程度)

※天井改修部分の壁取合い部は、塩ビ廻り縁を施工する。

※仮設の図示なき天井改修、配管、配線及び器具取付部分は脚立足場を設置するものとする。

天井改修(２)

天井改修(４) 現況：ＬＧＳ野縁下地、フレキシブルボードｔ=４(アスベスト成形板)



Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

７

(上戸小学校)

階段室

8
,5

0
0

2
,5

0
0

8
,5

0
0

1
9

,5
0

0

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ １

２

３

４

8
,5

0
0

2
,5

0
0

1
9

,5
0

0

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ １

２

３

４

8
,4

6
1

Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ ＸＸ １６ ７

40,000

4,000 8,000 8,000 8,000 4,0008,000

1,000

4,000 8,000 8,000 8,000

Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ Ｘ

4,000

Ｘ

8,000

40,000

１６ ７

1,000

Ｓ = １／ １ ０ ０

１ ／ １ ０ ０

Ｄ Ｎ

４ 階 平 面 図

４階平面図

廊下

教材室

(放送室上部 )

(ステージ上部 ) アリーナ上部

Ｄ Ｎ

ギャラリー

ギャラリー

Ｄ Ｎ

(器具庫上部 )

(廊下上部 )

垂直養生：ネット状養生シート張り(防炎Ⅰ類)

くさび緊結式足場(手すり先行方式)

ＡＵ-０５

(器具庫上部)

※仮設の図示なき天井改修、配管、配線及び器具取付部分は脚立足場を設置するものとする。

ブドウ棚上部足場板敷設(既設鉄骨下地)
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設 計検 印

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

Ｎ ｏ ,

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

７

(上戸小学校)

１ ／ １ ０ ０

メ ッシュフェンスＨ = １ . ８ ｍ

校舎
(ＲＣ造、４階建て)

縁石

室外機
室外機

室外機

プロパンガス置場

Ｒ
Ｃ
擁

壁
、
Ｃ
Ｂ

積
、
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

8,300

3
,2

0
0

1 ,050

1
,1

9
0

8
0

0

2 ,000

空調室外機動力制御盤

改 修

1,550

ＵＰ

空調室外機基礎

(浸) (浸)

コンクリート 舗 装 ( Ｃ -１ ０ -１ ０ ) ドレン浸透スペース(砕石充填：３００×３００×３００ ×２ヶ所)

メッシュフェンス門扉：１,０００×１,８００(南京錠共)

メッシュフェンス：Ｈ=１,８００

縁石：１５０×１５０(現況のまま)

アスファルト舗装(現況のまま)

改修 室外機設置平面図
ＡＵ-０６

(砂利敷)

(砂利敷)

設計GL±0

GL±0

GL-150



出

設 計検 印

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

Ｎ ｏ ,

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

７

(上戸小学校)

１ ／ １ ０ ０

ＡＵ-０７

メッシュフェンス・扉 詳 細 図 Ｓ = １／ ３０

押え金具ジ ョイ ン ト

ジ ョイ ン ト

中間バンド (回転バンド付 ) 角根ＢＮ Ｍ８×５３ (Ｗ付 )

角根ＢＮ Ｍ８×５３ (Ｗ付 )
接続押え金具

ジ ョイ ン ト 角根ＢＮ Ｍ８×６５ (Ｗ付 )

(標準的な取付図 ) (パネルと柱のすきまがせまい場合の取付図 )

中間バンド (回転バンド付 )

中間バンド (回転バンド付 )

Ｕ金具

角根ＢＮ Ｍ８×２５ (Ｗ付 )

Ｕ金具

角根ＢＮ Ｍ８×２５ (Ｗ付 )

Ａ部取付図 Ｃ部取付図

Ｂ部取付図
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戸当付両面回転施錠 (南京錠共 )
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ワイヤメ ッシュ

（ ハイテンシ ョン線 ）

亜 鉛 ・アルミ・マグネシウム

合金めっき鉄線〔 　 　 〕
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地 業 ：再 生 クラッシュランｔ = １ ５ ０

基 礎 コンクリート ： 呼 び強 度 ２ ４ 、 Ｓ １ ８

型枠：打放型枠 (Ｂ種 )

鉄骨 ：ＳＮ４００Ｂ 溶融亜鉛メッキ

※指示なき部分はＣ５面取りとする。

※仕上はコンクリート 直金ごて押えとする。

捨 てコンクリート ： 呼 び強 度 １ ８ 、 Ｓ １ ５ 又 は１ ８

鉄 筋 ：Ｓ Ｄ ２ ９ ５ 、 Ｓ Ｄ ３ ４ ５ (重 ね継 手 ４ ０ ｄ )

特記事項 (室外機基礎、バルクタンク基礎共通 )

※あと施工アンカ－は、耐震設計書の引き抜き試験値にて種類ごとに

　引張試験を行い耐震上問題ないことを確認すること。

※(　　 )寸法は参考とし、選定機種等の設置条件により決定の事こと。　

あと施工アンカー：接着系 Ｍ１２

設計ＧＬ
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Ｈ Ｔ Ｂ ２ -Ｍ １ ２
Ｇ . Ｐ Ｌ -６
(両端 )

鉄骨架台

Ａ.ＢＯＬＴ：あと施工アンカー Ｍ１２×２８本
Ｈ-１５０×１５０×７×１０(溶融亜鉛メッキ)

耐圧版配筋仕様

Ｄ １ ３ ＠ ２ ０ ０ ( タテ、 ヨコ共 ) ダブル

捨 てコンクリート ： ｔ = ５ ０

地 業 ： ｔ = １ ５ ０

立上部配筋仕様
補強筋 (上下、両端 )：２ -Ｄ１６
主 筋 ：Ｄ １ ３＠ ２ ０ ０ (タテ、 ヨコ共 ) ダブル

巾止め筋 ：Ｄ１０＠ ６００

空調室外機・動力制御盤基礎詳細図 Ｓ = １／ ３０

鉄骨架台

Ａ.ＢＯＬＴ：あと施工アンカー Ｍ１２×２８本
Ｈ-１５０×１５０×７×１０(溶融亜鉛メッキ)

Ｈ Ｔ Ｂ ２ -Ｍ １ ２
Ｇ . Ｐ Ｌ -６
(両端 )
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各部詳細図

設計条件

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力による

外装について

・主 柱 、 ジ ョイント

　押え金具

ワイヤメ ッシュ

・上部パネルバンド

・Ｕ 　型 　金 　具

・ ボルト 、 ナット

基礎条件 ・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡ （１０ ｔ／㎡ ）

・戸当り付両面回転施錠

・下部パネルバンド

－－－

－－－

－－－

－－－

－－－

－－－

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装

溶融亜鉛めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装

溶融亜鉛めっきのみ

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装
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0

0

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

７

(上戸小学校)
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Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

Ｎ ｏ ,

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

.

６

川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

６．ドレン管：保温機能付空調用ドレン管（屋内）、耐候性向上仕様硬質ポリ塩化ビニル管（カラーＶＰ）（屋外・色は監督員と協議のこと）

川越市大字上戸３９０番地１ほか１箇所

川越市上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事

１４．その他関連工事　・ 有り（川越市立上戸小学校ほか１校電気設備改修工事）　　 ・ 無し

本工事は、川越市立広谷小学校の体育館に空調設備等を整備するものである。

１３．工事名及び工事内容を記した工事看板（内容及び設置場所について監督員と協議したもの）を設置すること。

また、事前調査結果と届出事項、石綿ばく露防止対策等の実施内容の掲示をすること。

（関連工事の電気設備改修工事分も含む）

１２．工事の着手に先立ち、工事用打合せ図面（A3二つ折り製本）を２部提出すること。

１１．本工事の仮設などで使用する電力やガスは、子メーターを設置するなど、使用量が分かるようにすること。

機械設備工事監理指針（最新版）、建築工事監理指針（最新版）、電気設備工事監理指針（最新版）

公共設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）、（電気設備工事編）（最新版）

１０．RC造の躯体のコア抜きする際は、各所レントゲン撮影等の調査を行うこと。

９．工事の着手、施工、完成に当り、関係官公署などへの必要な届出手続等は受注者が代行し遅滞なく行うこと。

（１)配管材料　・　都市ガス　ガス事業者の供給規定による。埋設はPE管を原則とする。

特記仕様書

・　 監督員が指示する構内の場所に敷きならす。 （　・敷きならし　　・たい積　）

・搬出時期：令和７年１２月～令和８年１月（予定）

・土質及び処分量：24.7m3

・受入側名称（土質改良プラント）：川越市大字下赤坂1800-3、 (株 )ホートー川越リサイクルプラント

別施設を選定する場合には、事前に監督員と協議すること。

・　本工事により発生する建設発生土については、下記に示す土質改良プラントへの搬出を想定しているが、

（３）液化石油ガスの供給権　　ガス設備工事の施工者にガスの供給権は付帯しない。

（２）ガス漏れ警報遮断装置　　漏洩検知装置は、流量検知式圧力監視型とする。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１２．ガス設備は次による。

石綿の除去等措置が必要な場合は下記による。

(4) 冷媒漏えい点検記録簿：電子データにて提出すること。

３．試験項目は以下のとおりとする。

なお、本工事で設置した足場作業構台の類は、無償で別契約の関係受注者等に使用させること。

（２）外部足場　・ Ａ種　・ Ｂ種（くさび緊結式足場（手すり先行方式））　・C種　・ D種　・ E種　・ F種

１４．建設発生土の処理は次のとおりとする。

１．本工事で単独に必要となる足場は下記により設ける。(・本工事　・別契約の関係請負者が定着したものは無償で使用できる)

７．冷媒管外装：カラーガルバリウム製ラッキング又は冷媒ラック（屋外）※色は監督員と協議のこと、合成樹脂製カバー（屋内）

９．リモコン線：CEE-Sケーブル

８．連絡線：CEE-Sケーブル（原則冷媒管共巻とする）

５．冷媒配管：断熱材被覆銅管（国土交通省標準仕様適合品とする。）（断熱厚さ：液管10ｍｍ以上、ガス管20ｍｍ以上）

冷媒管気密試験（試験数値は選定メーカー要領による）、現地試運転試験（吸込・吹出温度測定、風量測定、ドレン通水試験）、

（１）内部足場　・ 脚立足場　・ くさび緊結式足場（手すり先行方式）　・ ローリングタワー

２．室外機据付のあと施工アンカーは、種類ごとに１箇所引抜試験を行うこと。

１．耐震計算に用いる設計用水平震度は、室外機設置場所が１階の場合はＫＨ＝１．０とする。４．主任技術者又は監理技術者の専任期間(建設業法により必要になった場合）

請負契約締結の日から、現場施工に着手するまで（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事が開始されるまで）

の期間については、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　
（２）専任期間の終期

工事完了後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）、事務手続き、後片付けのみが

残っている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

Ⅴ . 工事仕様

（１）専任期間の始期

（３）専任期間の中断

３．石綿含有建材の事前調査により石綿含有ありと判明した場合、または図示により

１．一般事項

その他の一般事項は、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編） 9.1.2 による。

大気汚染防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、労働安全衛生法、

石綿障害予防規則、建設リサイクル法その他関係法令を遵守する。

アンカー打設などの穿孔作業には、集塵機能付ドリルを使用し、粉塵を回収する。

コア抜き作業には、湿式ダイヤモンドコアドリルを使用し作業を行う。

貸与資料（ ・ あり　 　　 ・ なし　　　　）

調査範囲（ 　改修範囲　　）

使用の有無について、有資格者による調査を実施し、関係省庁及び監督員に報告すること。

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹き付け材、成形板、建築材料等の

２．石綿含有建材の事前調査

中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

埋立処分（安定型最終処分場）

（ロ）石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板および石綿含有仕上塗材

（イ）石綿含有せっこうボード

埋立処分（管理型最終処分場）

石綿含有建材の処分（石綿含有産業廃棄物）

石綿含有成形板等の除去は、石綿則に基づき、原形のまま、手ばらしで行う。

ただし、やむを得ず原形のまま取り外すことが技術上著しく困難な場合は、

監督員と協議のうえ、湿潤化した状態で作業を行う。

石綿含有成形板の除去（レベル３）

（１）石綿含有成形板の除去

Ⅲ.環境配慮改修工事

（２）石綿含有仕上塗材部の改修

４．参考図書

（３）石綿含有建材の処分

（１）建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策

　　　徹底マニュアル　（厚生労働省、環境省監修　令和３年３月）

１．施工日及び施工時間は、次による。

（１）行政機関の休日に関する法律に定める行政機関の休日は、施工しない。

ただし、監督職員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

（３）夜間に施工する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。

（２）学校内の施工時間は8：30～17：00。変更する必要がある場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

（ハ）石綿含有仕上塗材部等の改修により発生した粉塵や屑ならびに濁水

埋立処分（管理型最終処分場）

Ⅶ. 改修一般事項（付加事項）

８．既設の家具・什器等の移動については、原則受注者の責任により行うこととする。

６．毎作業終了時には、後片付け及び清掃を行い、作業現場の美化等に努めること。

３．工事内容

　 　

１．工事名称

４．発生材の処理等

５．建設副産物実態報告について

Ⅳ. 施工条件

工事の一部を下請施工させる場合は、下請負人に関する事項を記載した施工体制台帳および施工体系図を

施工前、施工工程および完成後確認困難な箇所等を撮影し、整理のうえ、１部提出すること。

工事の着手に先立ち、実施工程表を作成し、監督員の承諾を受ける。ただし、実施工程表の作成を要しない

工事実績情報として「登録のための確認のお願い」を作成し、監督員の確認を受けたうえ、

工事実績情報システム（コリンズ）に登録するとともに、一般財団法人日本建設情報総合センター発行の

作成し、監督員に提出すること。また、施工体系図は工事看板とともに掲示すること。

簡易な工事については、あらかじめ監督員の承諾を受け、省略することができる。

７．実施工程表

５．工事範囲　　図示のとおり

１１．屋外に使用する支持材は原則としてステンレス製とする。（施工状況によっては溶融亜鉛めっきも可とする）

自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により発注者からの通知により、工事を全面的に一時中止にしている場合は、

８．施工体制台帳・施工体系図

公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）、（建築工事編）（最新版）、（電気設備工事編）（最新版）

本工事における撤去発生材については、受注者の責任で構外に搬出し、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の

「登録内容確認書（登録データの一覧表を含む。）」の写しを速やかに監督員に提出しなければならない。

関係法令に遵守し適切に処理する。

１２．工事写真

主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

２．１．以外の施工条件は、別図ＧH-02による。

受注時・完了時において建築副産物情報交換システムに情報を入力し、以下の書類を監督員に提出すること。

Ⅰ .工事概要

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）、（建築工事編）（最新版）、（電気設備工事編）（最新版）

１３．中間検査

４．機器等に不具合等を発見した場合は、速やかに監督員に報告すること。

２．疑義に対する協議等

設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたときは、監督員と協議し、指示を受けること。

６．施工計画書

(2)期間は工事完成期日後１４日を含むこと。

受注者は、受注時、変更時、完成時、訂正時の各時点における請負代金額が５００万円以上の工事については、

Ⅵ. 注記事項

１４．完成図書

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

(2 ) 完成図データ：完成図を電子データ（ｄｗｇ、ｄｘｆ、 jｗｗなど）にて１部提出すること。

３．特記仕様書のうち選択する項目は、〇印の付いたものを適用する。適用しない項目等は斜線または、無印とする。

７．請負契約金額が５００万円以上の場合は、ワンデーレスポンスの対象工事とする。

(1)工事目的物、工事材料等について、建設保険、火災保険、組立保険等に加入し、その写しを監督員に提出する。

１１．工事実績情報の登録

(1) 質問回答書　(2) 特記仕様書　(3) 設計図

工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画および工種別に機器、材料、工法などを具体的にまとめた施工計画書を作成し監督員に

１．設計図書の順位

設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取り合い等の関係で、

１．施工工程の詳細については監督員その他関係者と充分協議し、当該施設の運営等に支障をきたさないよう留意すること。

(4) 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

(1) 完成図：施工完成図・機器完成図および取扱説明書、保証書等をとりまとめ、２部提出すること。

９．工事の保険等

Ⅱ.一般事項

(3) 完成写真：本工事主要部分の完成写真を撮影し、アルバム整理のうえ、１部提出すること。

提出する。ただし、施工計画書の作成を要しない簡易な工事については、あらかじめ監督員の承諾を受け、省略することができる。

３．本工事において、既存建物などに損傷等を与えた場合は、受注者の責任において修復すること。

受注時：再生資源利用計画書、同促進計画書、工事登録証明書

完了時：再生資源利用実施書、同促進実施書、工事登録証明書

また、「再生資源利用〔促進〕計画」を工事現場の公衆の見えやすい場所に掲げること。

２．施工中の安全管理には充分留意し、必要に応じて標識、仮囲いなどの安全処置を施すこと。

２．工事場所

１０．法定外労災保険等

原則１回とする。

１３．屋内にある既存の支持金物は原則再使用とするが、詳細は協議により決定する。

（２）石綿含有廃棄物等処理マニュアル　第３版　（環境省監修　令和３年３月）

　・　液化石油ガス　一般配管：　・合成樹脂被覆鋼管　・SGP(白)、地中埋設：　・PE管

特記仕様書

(広谷小学校) Ｇ Ｈ - ０ １

５．工事目的物引渡しまでに、施設運営上やむをえず工事対象物を使用する場合は、約款に基づく部分使用に係る手続きを行う。

１０．電源線：CEケーブル、CETケーブル、EEFケーブル（室内機用電源線は冷媒管共巻とし、連絡線より50mm以上離隔をとること）

絶縁抵抗試験、接地抵抗試験、ガス配管気密試験

４．１系統のガス消費量が７０ｋＷ以上の場合、消防法の「火気使用設備等の設置届」が必要となるため、消火器設置を見込むこと。
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. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３ ０

７

案 　　 　内 　 　 　図

※（　）は、小学校は「児童」、中学校は「生徒」と読み替える。施工条件等(広谷小学校)

配 　　 　置 　 　 　図
(仮設計画図 )
Ｓ = １／ ５ ０ ０

ｽﾍ
ﾞﾘ
台

砂場

物置
物置

校 舎 棟

プール

浄化槽

受水槽

キュービクル

実習棟・体育館

バスケット リング
バスケット リング

ジャングルジム

ブランコ

サッカーゴール（工 事 中 一 時 移 設 ）

シーソー

兎小屋 鳥小屋

鉄登棒

１ ／ ５ ０ ０施工条件・案内図・配置図

(川越市大字下広谷５５８番地１)

工事場所：川越市立広谷小学校

ＧＨ-０２

仮囲いH=1.8m

工事スペース

首
都

圏
中

央
自

動
車

連
絡

道

至鶴ヶ島 ＪＣＴ

至坂戸 ＩＣ

県道川越片柳線

至川越市街

至坂戸市

凡 　例

工事建物を示す

工事車両搬出入口を示す（予定）

工事車両通行経路を示す（予定）

仮 囲 い（ガード フェンス　Ｈ＝ １ . ８ｍ ）を示 す

キャスターゲート （Ｗ ３ . ６ ｍ ×Ｈ ２ . ０ ｍ ）を示 す

交通誘導員を示す（搬出入時、外柵撤去時等）

建物搬出入口を示す(予定 )

※仮設計画は周囲の状況を調査し、仮設計画図を作成の上、監督員の承認をうける事。

※工事用駐車場は施設と協議の上、決定すること

※仮囲い範囲外の工事はカラーコーン等で随時区画し安全に配慮すること。

(出入口：１階)

■本工事は、工事施工の箇所を施設運営中に体育館利用を休止して施工するため、以下の点につき配慮し、作業及び工程管理を行うこと。

・施設運用中の作業では、騒音等に十分配慮するとともに、※（児童又は生徒）や教職員、一般利用者などへの十分な安全対策を施すこと。

・休校日または、運営時間外に実施しなければならない作業の際は、監督員や施設管理者等の許可を得て作業を行うこと。

１．令和７年８月下旬から１０月上旬のうち、概ね１ヶ月程度

・工事期間中、施工部屋以外の※（児童又は生徒）や教職員、一般利用者などへの動線を確保すること。

・現場作業により備品等の破損が無いよう細心の注意を払い作業を行うこと。

・施設の運用に支障をきたさぬよう作業実施日や養生についての施設管理者側の要望に対し柔軟に対応すること。

・現調や準備作業等を行う際は、監督員や施設管理者と日程や場所の調整を行うこと。

２．令和７年１２月上旬から令和８年１月下旬のうち、概ね１ヶ月程度（年末年始の閉庁日を除く）

■屋内施工については、原則として下記の〇印期間に施工すること。なお、詳細な作業実施時期ついては契約後、受注者、監督員及び施設管理者と協議により決定とする。

工事関係車両（想定）

室 外 機 置 場
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７ １ ３０

ＭＨ-０１
冷暖房設備　機器表・凡例（１）

１階

１階

２階

２階

機器重量：

発電機容量：4.5kVA

ガス消費量(発電時)　冷房：49.2kW、暖房：45.6kW

820 kg

外形寸法： 2026Wx880(+80)Dx2228H

ＧＨＰ－２－１

ガス消費量(非発電時)　冷房：46.1kW、暖房：42.7kW

ガスヒートポンプエアコン 4 台 屋内機型式： 天井吊形、相当馬力：5馬力

分岐配管セット、ドレンホースキット、他付属品一式

1 200 84Ｗ 84Ｗ

kW

体育館

屋内機 冷房能力： 14.0 kW 暖房能力：

63.0

16.0 kW

ロングライフフィルター、防球ガード、防振吊具、ドレンアップキット、他付属品一式共

暖房能力：

機器重量： 33 kg

外形寸法： 1595Wx680Dx210H

kW

機器表

記号 機　器　名　称 台数

56.0

機　　　器　　　仕　　　様

冷房能力：

相

0.13

電圧

0.13

冷房
消費
電力

発電時

暖房
消費
電力

プロパンガス仕様、相当馬力：20馬力

設置場所

マルチ屋外機

（φ） （V） (KW) (KW) 階 室　名

＜冷暖房設備＞

ＧＨＰ－１ ガスヒートポンプエアコン 1 組 屋外機型式： 停電時自立運転対応型ビル用マルチエアコン、 1 200 1.33 1.19 屋外機置場

マルチ屋外機 プロパンガス仕様、相当馬力：20馬力 発電時 0.13

屋外機置場1.191.332001停電時自立運転対応型ビル用マルチエアコン、屋外機型式：組1ガスヒートポンプエアコンＧＨＰ－２

1595Wx680Dx210H外形寸法：

kg33機器重量：

ロングライフフィルター、防球ガード、防振吊具、ドレンアップキット、他付属品一式共

kW16.0暖房能力：kW14.0冷房能力：屋内機

体育館84Ｗ84Ｗ2001天井吊形、相当馬力：5馬力屋内機型式：台4ガスヒートポンプエアコンＧＨＰ－１－１

2026Wx880(+80)Dx2228H外形寸法：

kg870機器重量：

他付属品一式

公共建築工事標準仕様、防振架台、臭化低減機能

発電機容量：4.5kVA

ガス消費量(発電時)　冷房：49.2kW、暖房：45.6kW

ガス消費量(非発電時)　冷房：46.1kW、暖房：42.7kW

kW63.0暖房能力：kW56.0冷房能力：

0.13

公共建築工事標準仕様、防振架台、臭化低減機能

　　　なお、機器表や平面図記載の機器構成や配線仕様などは参考とし、詳細な仕様については、選定メーカーの指定する仕様に限り、別途監督員と協議し決定するものとする。

0.13

冷房能力： 56.0 kW 暖房能力： 63.0 kW

ガス消費量(非発電時)　冷房：46.1kW、暖房：42.7kW

ガス消費量(発電時)　冷房：49.2kW、暖房：45.6kW

発電機容量：4.5kVA

公共建築工事標準仕様、防振架台、臭化低減機能

分岐配管セット、ドレンホースキット、動力制御盤(電源切替盤)

他付属品一式

機器重量： 870 kg

外形寸法： 2026Wx880(+80)Dx2228H

ガスヒートポンプエアコン 台 屋内機型式： 天井吊形、相当馬力：5馬力 1 200 84Ｗ 84Ｗ 体育館

屋内機 冷房能力： 14.0 kW 暖房能力： 16.0 kW

ロングライフフィルター、防振吊具、ドレンアップキット、他付属品一式共

機器重量： 33 kg

外形寸法： 1595Wx680Dx210H

0.13発電時プロパンガス仕様、相当馬力：20馬力マルチ屋外機

屋外機置場1.191.332001停電時自立運転対応型ビル用マルチエアコン、屋外機型式：組1ガスヒートポンプエアコン

＜冷暖房設備＞

室　名階(KW)(KW)（V）（φ）

設置場所
暖房
消費
電力

冷房
消費
電力

電圧相

機　　　器　　　仕　　　様台数機　器　名　称記号

　　・上記要件を満たす空調機器等を選定すること。

　　・空調操作盤は空調リモコンを実装し、課金装置に対応すること。

　　・自立運転時において、室内機、搬送機、コンセントおよび照明器具等に電源を供給する。

　　・停電時において、内蔵されている蓄電池装置にて自立運転が可能であること。

５．GHP停電自立運転は下記について留意すること。

４．選定する機器の能力は、仕様に記載された数値以上とする。

３．消防法令に基づいて届出（火を使用する設備等の届出）対象の屋外機については、消防と協議の上、屋外機置場に消火器（消火器ボックス含む）を設置すること。

２．機器表に記載のガス消費量及び消費電力は参考値とする。また、機器重量及び外形寸法についても参考値とする。

１．選定機器する機器は公共建築工事標準仕様とする。

注記

２階

１階

ＧＨＰ－３－１ 2

２階

外形寸法：

kg機器重量：

ロングライフフィルター、防振吊具、他付属品一式共

kW暖房能力：kW冷房能力：屋内機

体育館2001屋内機型式：台ガスヒートポンプエアコンＧＨＰ－３－２ 3 4方向カセット形、相当馬力：3.2馬力

9.0 10.0

27

840Wx840Dx290H

85Ｗ 80Ｗ

Ｎ／Ｓ

ＧＨＰ－３

(親機)

(子機)

(子機)

分岐配管セット、ドレンホースキット、動力制御盤(電源切替盤)、自立運転スイッチ
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７ １ ３０

機器表

１階

２階

屋外露出部はカラーガルバリウム鋼板カバーに納める。

※ガス供給会社の規定による

連絡線 EM-CEES1.25sq-2C（冷媒管併設）

室内機～ EM-MEES1.25sq-2C（露出部はメタルモール(B型)にて保護）

図中の冷媒管サイズが選定メーカーの仕様と異なる場合は、メーカー仕様を優先する。

土中埋設：ＰＥ管

GC～室外機：強化ガスホース

ガス管 屋外露出：カラー鋼管

保温筒（ＧＷ20mm厚）＋粘着テープ巻き

注）室内機がドレンアップ仕様の場合は、ドレンアップ部を保温する。

室外機接続部：ドレンホース

屋外：耐候性向上仕様硬質ポリ塩化ビニル管(カラーVP)

冷媒管の自重負荷及び熱膨張負荷軽減のため、冷媒管の竪管へ１箇所竪バンドを

屋内露出部は合成樹脂製カバーに納める。

屋内：保温機能付空調用ドレン管(ACD)

名　　称 　仕　　様

断熱材の厚さ：液管は10.0mm以上　　ガス管は20.0mm以上とする。

ドレン管

断熱材被覆銅管

凡例（新設）

冷媒管

記　　号

リモコン線

設けること。

屋内保温仕様（異種管接続部）

※ガス供給会社の規定による

※ガス供給会社の規定による

掃除口付空調用ドレンチャッキ弁

屋外機～屋内機

リモコンスイッチ

電源周波数：50Hz

記号 機　器　名　称 台数 機　　　器　　　仕　　　様

相 電圧
消費
電力

設置場所

（φ） （V） (KW) 階 室　名

ＲＣ－１ ワイヤードリモコン 型式： ワイヤードリモコン - - - 体育館

1900Wx2000Dx2449H外形寸法：

マイコンガスメーター(貸与品)、他付属品一式

災害用ガス栓ボックス、調整器、ガス栓ヘッダー、

Kg980有効容量：

屋外機置場1001地上設置竪型　（災害対応型）型式：台1バルクタンクＬＰＧ－１

吊金具共、ON/OFFスイッチ、他附属品一式

ｍ3/ｈ1365風量：

体育館73Ｗ2001標準タイプエアー搬送ファン型式：台搬送ファンＦ－１

(空調操作盤内）液晶画面付、運転ランプ、操作スイッチ、他付属品一式

10

ＭＨ-０２
冷暖房設備　機器表・凡例（２） Ｎ／Ｓ

台 １階6



R

D

R

R

D

D

R

D

R

D

R
D

R

R

D

R
D

R

D R

×4
ＧＨＰ－２－１ＧＨＰ－１－１

×4

R R

R
D

D

R
D

D

R

ＧＨＰ－２ ＧＨＰ－１

R RR

R

R

R

D
2525

既設雨水竪管に接続

25

C

25

A

D

25

C

25

空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)x4

既設雨水竪管に接続

25

A

B

AAAA

B D

25

空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)x4

記号 冷媒サイズ

A 9.5φ×15.9φ

B 9.5φ×22.2φ

C 12.7φ×28.6φ

D 15.9φ×28.6φ

D,D

R

D DD D
2525 25

AA

25

DB B

R RR

25
D

A A A A

R

R
D

空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)x4

既設雨水竪管に接続

D
R
D

×2
ＧＨＰ－３－１

×3
ＧＨＰ－３－２

A

Ｎｏ,

Ｓｃａｌｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工 事 名 称設計年月日

図 面 名 称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３０

冷暖房設備　系統図

配管支持架台c 参考図 S=1:20

コンクリ－ト架台ブロック×2
(参考寸法：110W×230L×100H)

冷媒管、ドレン管

※記載値は参考値であり、現場施工状況に合わせ調整のこと。

500

L-40×40×5t
(鋼板製・溶融亜鉛メッキ仕上げ)

3
0
0

配管支持架台e 参考図 S=1:20

※記載値は参考値であり、現場施工状況に合わせ調整のこと。

L-40×40×5t
(鋼板製・溶融亜鉛メッキ仕上げ)

冷媒管
500

5
0
0

壁ブラケット架台

配管支持架台d 参考図 S=1:20

コンクリ－ト架台ブロック×2
(参考寸法：110W×230L×100H)

冷媒管

※記載値は参考値であり、現場施工状況に合わせ調整のこと。

500

L-40×40×5t
(鋼板製・溶融亜鉛メッキ仕上げ)

RSL

GL

2FL

1FL

ＧＨＰ－３

D,

R

体育館体育館体育館

ＭＨ-０３
Ｎ／Ｓ

7
0
0

3,
00

0
3,

50
0



RRR

DD ,

R

R1,
25

0

R

R

R

(
5
0
0
)

D

A矢視参考図　Ｓ＝１／５０

PG

D

D

PG

P
G

R

R

R

R

R
DD

D

D

P
G

ＧＨＰ－１ＧＨＰ－２

B矢視参考図　Ｓ＝１／５０

50

動力制御盤（電源切替盤）

ドレン排水間接受けφ50ｘ6

50

架台　　　ｘ6ｄ

屋外機廻り平面詳細図　Ｓ＝１／４０

D D

R
R

R

D

冷媒管ラックドレンホース

ドレンホースドレンホースドレンホースドレンホースドレンホース

ドレン砕石部に放流

c

d

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ Ｇ

ＧＧ

Ｇ Ｇ ＧPG

外壁露出立上

50

架台　　　ｘ3

D
R

P
G

PG

D

D

ｃ

R

PG

ＧＨＰ－３

ガスメーター（ガス会社貸与品）

PG

バルクタンク廻り平面詳細図　Ｓ＝１／４０

A矢視参考図　Ｓ＝１／５０

1,
25

0

1,
25

0

Ｎｏ,

Ｓｃａｌｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工 事 名 称設計年月日

図 面 名 称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３０

１階配管平面詳細図

Ｒ
Ｃ

土
留

め
＋

ネ
ッ

ト
フ

ェ
ン

ス
Ｈ

=１
.５

ｍ

Ｒ
Ｃ

土
留

め
＋

ネ
ッ

ト
フ

ェ
ン

ス
Ｈ

=１
.８

ｍ

正門

ＬＰＧ－１

ｘ3 A
矢

視

Ｇ

25A(埋設) 25A(埋設) 25A(埋設)

Ｇ

ＧＨＰ－２ ＧＨＰ－１ＧＨＰ－３

Ｇ

Ｓ=１／４０、５０

ＭＨ-０４

体育館

(Ｓ造、２階建て)

(Ｓ造、２階建て)

体育館

450Wx130H
亜鉛メッキ鋼板製（歩路用）

Ｇ

P
G

P
G

P
G

PG

ガスメーター（ガス会社貸与品）

▼ＧＬ ▼ＧＬ

※（　）寸法は参考とし、
　施工条件等に合わせ調整すること

▼ＧＬ

50 5050

30(埋設)50(埋設)

50A(埋設)

50A

B矢視

A
矢

視

50A(埋設)

ｘ8

, D



注　記

1. 冷媒管の口径は左表による。

2. 冷媒管外装について屋外はカラーガルバリウム製ラッキング仕上

屋内露出部は合成樹脂製カバー仕上げとする。

3. 室内機電源については冷媒配管共巻きとし、EM-EEF2.0-3C

を見込むものとする。

4. 屋内機ドレン配管立下部に空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)を

見込むものとする。

5. 機器設置においては新設機器架台により機器吊り込みを行い

後打ちアンカーボルトにて梁下面に固定を行う。

６. 配管の敷設位置及びレベルについては既設開口部の開閉及び

カーテンの開閉に支障の無いよう現場状況に応じて施工を

行うものとする。

7. 外壁コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。

15.9φ×28.6φD

12.7φ×28.6φC

9.5φ×22.2φB

9.5φ×15.9φA

冷媒サイズ記号

DD ,

R R R

Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ

架空

ＧＨＰ－１

ＧＨＰ－２

ＧＨＰ－３

ＬＰＧ－１

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３ ０

ＭＨ - ０５
１階配管平面図

Ｓ = １／ １ ０ ０１　階　平　面　図

アリーナ

犬走り
ＵＰ

女子便所

男子便所

器具庫

控 室

控 室

犬走り

ポーチ

女子更衣室

男子更衣室

物置

物置

玄関ホール

ステージ

UP

犬走り

Ｇ

Ｃ

Ｅ

Ｆ １

１

１

Ａ

Ｂ １

2
0

,0
0

0

4
,0

0
0

4
,2

5
0

3
,5

0
0

4
,2

5
0

4
,0

0
0

5 ,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 5,000

38,000

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０

40

D

25

D

40

D D

25

D,

(埋設)

Ｓ =１／１００

ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ40 ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ25

ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ25ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ40



×４
ＧＨＰ－２－１

×４
Ｆ－１

×４
ＧＨＰ－１－１

Ｆ－１
×４

外壁コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。7.

行うものとする。

カーテンの開閉に支障の無いよう現場状況に応じて施工を

配管の敷設位置及びレベルについては既設開口部の開閉及び６.

後打ちアンカーボルトにて梁下面に固定を行う。

機器設置においては新設機器架台により機器吊り込みを行い5.

見込むものとする。

屋内機ドレン配管立下部に空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)を4.

を見込むものとする。

室内機電源については冷媒配管共巻きとし、EM-EEF2.0-3C3.

屋内露出部は合成樹脂製カバー仕上げとする。

冷媒管外装について屋外はカラーガルバリウム製ラッキング仕上2.

冷媒管の口径は左表による。1.

注　記

R R R

R

R
R

R
R

RRRR

R
R

R
R

R

R

R

R

R RRR

DD D

DD D

D

D

D
D

D
D

掃除口キャップx4

掃除口キャップx4

×２
Ｆ－１

ＧＨＰ－３－１
×２

×３
ＧＨＰ－３－２

30 25

252525 30

25 25

R R

B

D

A

A B C D

A

A

A

B

B

D

D

A

25

30

25

25

25

40

DD ,

R R R

15.9φ×28.6φD

12.7φ×28.6φC

9.5φ×22.2φB

9.5φ×15.9φA

冷媒サイズ記号

D

ぶどう棚上部配管

C

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３ ０

5,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 5,000

38,000

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０

放送室

控室上部吹抜

ステージ上部吹抜体育館上部吹抜卓球場玄関庇

ＤＮ

ＤＮ

4
,0

0
0

4
,2

5
0

3
,5

0
0

4
,2

5
0

4
,0

0
0

2
0

,0
0

0

１Ｂ

Ａ

１

１

１Ｆ

Ｅ

Ｃ

Ｇ

RRR

4
,0

0
0

Ｓ = １／ １ ０ ０２　階　平　面　図

25

25

404040

D,

D

25

D

40

25

DD

40

ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ40

(天井内)

(天井内)

(天井内)

ＭＨ - ０６
Ｓ = １／５０、１００２階配管平面図・断面図

ギャラリー

吹抜

(天井内)(天井内)

ギャラリー

ギャラリーＦＬ

7
,
2
0
0

設計ＧＬ

6
5
0

１ＦＬ

5
0

ＲＳＬ

２ＳＬ

１ＳＬ

3
,
0
0
0

3
,
5
5
0

7
,
2
0
0

設計ＧＬ

6
5
0

１ＦＬ

5
0

5
0

ＲＳＬ

２ＳＬ

１ＳＬ

3
,
0
0
0

3
,
5
5
0

２ＦＬ

1
5
0

※取付高さは監督員と協議による

ギャラリー

アリーナ

525

ギャラリーＦＬ

1
,
7
0
0

1,000

２

アリーナ

卓球場

２
断面参考図　Ｓ＝１／５０

既存防球ネット

空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)

Ｔ

立下部掃除口キャップ

100φコア抜きx3

75φコア抜き75φコア抜き

75φコア抜き 75φコア抜き



災害対応ユニット

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３ ０

※（　）　寸法は参考値
※据付時のボルト孔位置（３ヶ所）については
　現物をよく確認の上墨出しを行うこと

（
1
0
6
7
）

（615） （615）

２
２

７
８

（
）

Ｓ=１／２０

ＭＨ - ０７
バルクタンク詳細図（参考図）



空調操作盤へ

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

.７ １ ３ ０

Ｎ／Ｓ

川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事

将来工事

※制御アダプター～リレーBOX間の結線、
　配置等は、選定する空調機器メーカー
　の制御アダプターの接続要領による。

・搬送ファン用ﾘﾓｺﾝ　　　　　　　×５

空調用

東亜電子工業

カードタイマー

L8R想定

常時・自立運転時
電源供給

AC100V

C接点

リレーBOX
(C接点)

室内機

キースイッチ
閉：学校
開：貸出
※開で鍵が抜ける

GHP-1-1 GHP-2-1 GHP-2-1GHP-1-1

自立運転
スイッチ盤
H300×W300

×D150

リレーBOX
(B接点)

自立SW入力：EM-CEE1.25゜-2C

自立運転ﾗﾝﾌﾟ出力：EM-CEE1.25゜-2C

自立運転警報ﾗﾝﾌﾟ出力：EM-CEE1.25゜-2C

室内機 室内機室内機

室内操作線：EM-CEES1.25゜-2C

空調操作盤へ

体育館上部

搬送ﾌｧﾝへ

+

室内操作線

室内操作線

GHP-1
電源自立

室外機

親機

GHP-2
電源自立
室外機

子機

操作条件

①学校使用時：キースイッチを「学校」側にし、個別リモコンから操作

・カード挿入時に手元解除となり個別リモコンから操作可能となる。

②貸出使用時：キースイッチを「貸出」側にし、カードを入れた後、個別リモコンから操作

③停電使用時：自立運転スイッチにて自立運転開始後、キースイッチを「学校」側にし、個別リモコンから操作

・時間経過しタイマー切れたタイミングで手元禁止がかかり個別リモコンからの操作は不可に、空調も一括停止となる。

ﾘﾓｺﾝ線

自立運転ｽｲｯﾁ収納箱 (1面)

日東:W20-44A相当

・下記系統図は参考であり、操作条件を満たすための機器等は本工事に含む。

・上記要件を満足すること。

C接点

リレーBOX
(A接点)

・空調用個別ﾘﾓｺﾝ　　　　　　　　×６

将来工事

照明用
カードタイマー

東亜電子工業
L8R想定

制御アダプター
※冷暖房機器
　オプション品

空調操作盤

鋼板製壁掛型鍵付き

(標準色仕上)

参考系統図

(1面)
電灯盤
L-６へ

空調操作盤へ

体育館上部

室内操作線：EM-CEES1.25゜-2C

室内機室内機

ﾘﾓｺﾝ線

室内機 室内機

EM-CEES1.25゜-2C

空調操作盤姿図

空調操作盤

(鋼板製屋内壁掛形・標準色仕上)

200

1,
00

0

(参考図)

600

・ｷｰｽｲｯﾁ(ﾀｷｹﾞﾝS-430-90-B-1)　 　×１　※キー8本

空調制御仕様書

(広谷小学校) Ｅ Ｈ - ０ １

P4P3P2P1

ﾘﾓｺﾝ
個別空調

ﾘﾓｺﾝ
個別空調

ﾘﾓｺﾝ
個別空調

ﾘﾓｺﾝ
個別空調 個別空調

ﾘﾓｺﾝ
個別空調

ﾘﾓｺﾝ

空調室内機

GHP-3-1 GHP-3-2

P5 P6

搬送ﾌｧﾝ
ｽｲｯﾁｽｲｯﾁ

搬送ﾌｧﾝ
ｽｲｯﾁ

搬送ﾌｧﾝ
ｽｲｯﾁ

搬送ﾌｧﾝ

P1 P2 P3 P4

P5

搬送ﾌｧﾝ
ｽｲｯﾁ

室内機室内機

ﾘﾓｺﾝ線

室内機 室内機

室内操作線：EM-CEES1.25゜-2C

体育館上部

空調操作盤へ

子機

室外機
電源自立

室内操作線

GHP-3

室内機

空調操作盤へ

空調操作盤へ

ﾘﾓｺﾝ線

ﾘﾓｺﾝ線

ﾘﾓｺﾝ線

(
※

A
)

　　　　 室内外連絡線　　　：EM-CEES1.25゜-2C
（※A）　同期信号線　　　　：EM-CEES1.25゜-2C
　　　 　インバーター通信線：EM-CEES1.25゜-2C

(
※

A
)



ＧＨＰ－３

ＧＨＰ－２

ＧＨＰ－１

冷媒管ラック

EM-EEF2.0-3C(1CE)x3

EM-EEF2.0-3C(1CE)x3

記号 配管配線内訳 種別

Ａ EM-CE5.5ﾟ-3C(1CE)
FEP50～
冷媒管ラック～
F2-24防水

GHP屋外機電源

B

EM-CE5.5ﾟ-3C(1CE)
FEP50～
冷媒管ラック～
F2-24防水

GHP屋外機電源

EM-CE8ﾟ-2C
FEP50～
冷媒管ラック～
F2-24防水

自立出力

C

EM-CE60ﾟ-2C+E8ﾟ FEP50～冷媒管ラ
ック～GZ54 屋外機用入力電源

EM-CE8ﾟ-2C FEP50～
冷媒管ラック～
GZ54

照明負荷（非常）

EM-CE22ﾟ-2C コンセント負荷（非常）

FEP50～
冷媒管ラック～
冷媒管共巻

GHP屋内機電源

搬送ﾌｧﾝ電源

注　記

1. 室外機廻り配線については、選定した空調機器

メーカーの配線要領によるため、参考図とする

2. GHP屋外機及び動力制御盤はGL+1000基礎上

に設置となるため立上を見込むこと。

EM-EEF2.0-2Cx5

EM-EEF2.0-2Cx5

記号 配管配線内訳 種別

Ｄ EM-EEF2.0-3C(1CE) 天井内 空調操作盤制御電源

Ｅ 天井内

搬送ファンスイッチ

EM-CE60ﾟ-2C+E8ﾟ 屋外機用入力電源

EM-CE8ﾟ-2C 照明負荷（非常）

EM-CE22ﾟ-2C コンセント負荷（非常）

Ｆ

(E51) 搬送ファンスイッチ

EM-CE60ﾟ-2C+E8ﾟ (E63) 屋外機用入力電源

EM-CE8ﾟ-2C
(E63)

照明負荷（非常）

EM-CE22ﾟ-2C コンセント負荷（非常）

WP

２階へ

P.B 600x600x300(防水型)

２階へ Ｆ

体育館配電盤

躯体壁コア抜き75φx2

空調操作盤

Ｅ

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３ ０

１ ／ １ ０ ０電気設備１階平面図
Ｅ Ｈ - ０ ２

Ｓ = １／ １ ０ ０１ 階 平 面 図
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０
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※D※D

Ａ

Ａ

Ｂ

ED

E8.0(VE16)

新設D種接地工事（ELB用）
動力制御盤及び体育館配電盤へ

※H

Ｃ

自立運転ｽｲｯﾁ盤

Ｄ

注　記

1. プルボックスサイズ仕様は下記とし、WPは防水型とする

2. ※Ａ：150×150×150　錆止め塗装E端子付

※Ｂ：200×200×200　錆止め塗装E端子付

※Ｃ：300×300×300　錆止め塗装E端子付

※Ｄ：600×600×300　錆止め塗装E端子付

※Ｅ：600×600×600　錆止め塗装E端子付

※Ｆ：150×150×150 (防水型) SUS　E端子付

3. 室内機電源、搬送ファン電源についてはEM-EEF2.0-3C(1CE)x2を

冷媒配管に共巻きとして見込むものとする。

4. 躯体コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。

5. P1からP4は屋内機や搬送ファンの組み合わせを示す。

※Ｇ：300×300×300 (防水型) SUS　E端子付

※Ｈ：600×600×600 (防水型) SUS　E端子付



×４
ＧＨＰ－２－１

×４
Ｆ－１

×４
ＧＨＰ－１－１

Ｆ－１
×４

Ｆ－１
×２

×２
ＧＨＰ－３－１

ＧＨＰ－３－２
×３

Ｑ,Ｒ Ｊ

Ｔ

１階より

Ｎ

※Ｈ：600×600×600 (防水型) SUS　E端子付

※Ｇ：300×300×300 (防水型) SUS　E端子付

P1からP4は屋内機や搬送ファンの組み合わせを示す。5.

躯体コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。4.

冷媒配管に共巻きとして見込むものとする。

室内機電源、搬送ファン電源についてはEM-EEF2.0-3C(1CE)x2を3.

※Ｆ：150×150×150 (防水型) SUS　E端子付

※Ｅ：600×600×600　錆止め塗装E端子付

※Ｄ：600×600×300　錆止め塗装E端子付

※Ｃ：300×300×300　錆止め塗装E端子付

※Ｂ：200×200×200　錆止め塗装E端子付

※Ａ：150×150×150　錆止め塗装E端子付2.

プルボックスサイズ仕様は下記とし、WPは防水型とする1.

注　記

Ｉ

Ｇ

ＩＨ

Ｎ

１階より

躯体壁コア抜き75φx2

冷媒管ラッキング内より搬送ファン電源
EM-EEF-2.0-3C(1CE)x3取出

Ｋ

躯体壁コア抜き75φx2

Ｓ Ｒ

Ｌ ＬＭ Ｍ

躯体壁コア抜き50φ

Ｇ

Ｇ

Ｐ

Ｐ

Ｇ

ＧＧ Ｇ Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３ ０

１ ／ １ ０ ０

Ｅ Ｈ - ０ ３
電気設備２階平面図

Ｓ = １／ １ ０ ０２ 階 平 面 図 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０
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Ｅ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ
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ＤＮ

ＤＮ

玄関庇 卓球場 体育館上部吹抜 ステージ上部吹抜

控室上部吹抜

放送室

吹抜

Ｐ１Ｐ２Ｐ２

WP

Ｏ

※H※E

※E ※E

※E

Ｐ４Ｐ４ Ｐ３

※C※C

Ｐ５

Ｐ５

※Ａ

※Ａ

搬送ファン電源(PF22)EM-EEF2.0-3C(1CE)Ｇ

種別配管配線内訳記号

Ｋ

Ｉ 天井内
搬送ファン電源

搬 送 ファンスイッチ

Ｊ 天井内
搬送ファン電源

搬 送 ファンスイッチ

天井内
搬送ファン電源

搬 送 ファンスイッチ

Ｌ EM-EEF2.0-3C(1CE)x2 天井内 搬送ファン電源

Ｍ EM-EEF2.0-3C(1CE) 天井内 搬送ファン電源

Ｎ

EM-CE60 ﾟ-2C+E8 ﾟ

(E63)

屋外機用入力電源

EM-CE8 ﾟ-2C

(E63)

照明負荷（非常）

EM-CE22 ﾟ-2C コンセント 負荷 （非常 ）

EM-EEF2.0-2Cx2

Ｈ
EM-EEF2.0-2Cx4 搬 送 ファンスイッチ

搬送ファン電源EM-EEF2.0-3C(1CE)
天井内

記号 配管配線内訳 種別

EM-EEF2.0-2Cx5Ｑ (E51) 搬 送 ファンスイッチ

(E31)

樹脂製ｱｳﾄﾚｯﾄ

Ｐ EM-EEF2.0-3C(1CE) 搬送ファン電源

樹脂製ｱｳﾄﾚｯﾄ

コンセント 負荷 （非常 ）EM-CE22 ﾟ-2C

照明負荷（非常）
(GZ54)

EM-CE8 ﾟ-2C

屋外機用入力電源(GZ54)EM-CE60 ﾟ-2C+E8 ﾟ

Ｏ

EM-EEF2.0-2Cx3

EM-EEF2.0-2Cx2

EM-EEF2.0-3C(1CE)X3

EM-EEF2.0-3C(1CE)x3

EM-EEF2.0-3C(1CE)x2

ギャラリー

Ｐ３

Ｐ１

ギャラリー

Ｒ

EM-CE60 ﾟ-2C+E8 ﾟ 屋外機用入力電源

EM-CE8 ﾟ-2C

天井内

照明負荷（非常）

EM-CE22 ﾟ-2C コンセント 負荷 （非常 ）

樹脂製ｱｳﾄﾚｯﾄ

樹脂製ｱｳﾄﾚｯﾄ

搬送ファン電源

Ｓ (E39)
搬送ファン電源

搬 送 ファンスイッチ

Ｔ EM-EEF2.0-3C(1CE)x2 (E31)

EM-EEF2.0-2Cx2

EM-EEF2.0-3C(1CE)x2



ＧＨＰ－３

ＧＨＰ－２

ＧＨＰ－１

冷媒管ラック

WP

２階へ

P.B 600x600x300(防水型)

２階へ Ｆ

空調操作盤

躯体壁コア抜き75φ

5.

Ｅ

記号 配管配線内訳 種別

Ａ

EM-CEES1.25ﾟ-2C
F2-38 防水～
冷媒管ラック～
F2-38 防水

屋外機渡り線

EM-CEES1.25ﾟ-2C 同期信号線

EM-CEES1.25ﾟ-2C インバーター間通信線

Ｂ

EM-CEES1.25ﾟ-2C
FEP30(復電信号線
・自立負荷リレー線
のみ）～冷媒管ラッ
ク～F2-63防水

復電信号線

EM-CEES1.25ﾟ-2C 自立負荷接続リレー線

EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3 自立SW,ランプ線

C EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3
冷媒管ラック～
F2-38防水～
GZ36

自立SW,ランプ線

Ｄ

2.

※Ｃ：200×200×200 (防水型) SUS

3.

※Ｂ：200×200×200　錆止め塗装

室内機制御配線渡り配線についてはEM-CEES1.25ﾟ-2C

を冷媒配管共巻きとして見込むものとする。

※Ａ：150×150×150　錆止め塗装

4.

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３ ０

１ ／ １ ０ ０自動制御設備１階平面図
Ｅ Ｈ - ０ ４

Ｓ = １／ １ ０ ０１ 階 平 面 図
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０
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躯体コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｂ

※C

※B ※B

記号 配管配線内訳 種別

プルボックスサイズ仕様は下記とし、WPは防水型とする1.

注　記

P1からP5は屋内機や搬送ファンの組み合わせを示す。

Ｅ 天井内

個別リモコン線

EM-CEES1.25ﾟ-2C 空調制御線

EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3 自立SW,ランプ線

Ｆ (E63)

個別リモコン線

EM-CEES1.25ﾟ-2C 空調制御線

EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3 自立SW,ランプ線

EM-CEES1.25ﾟ-2Cx6

EM-CEES1.25ﾟ-2Cx6

体育館配電盤

自立運転ｽｲｯﾁ盤

EM-CE2°-2C 天井内 照明制御線

Ｄ



×４
ＧＨＰ－２－１

×４
Ｆ－１

×４
ＧＨＰ－１－１

Ｆ－１
×４

Ｆ－１
×２

×２
ＧＨＰ－３－１

ＧＨＰ－３－２
×３

Ｐ

Ｎ Ｌ

Ｊ

Ｌ

Ｐ，Ｈ

Ｍ

１階より

躯体壁コア抜き50φ

Ｓ

Ｇ

躯体壁コア抜き50φ

Ｋ

ＧＰＧ

Ｒ ＲＱ Ｑ

躯体壁コア抜き50φ

Ｇ

Ｐ

Ｉ

Ｉ

EM-CEES1.25ﾟ-2Cx6

記号 配管配線内訳 種別

G EM-CEES1.25ﾟ-2C (PF14) 個別リモコン線

H EM-CEES1.25ﾟ-2C (PF14) 空調制御線

I EM-CEES1.25ﾟ-2C (E19) 個別リモコン線

J EM-CEES1.25ﾟ-2Cx2 (E31) 個別リモコン線

K
EM-CEES1.25ﾟ-2Cx2

(E51)
個別リモコン線

EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3 自立SW,ランプ線

L
EM-CEES1.25ﾟ-2Cx3

天井内
個別リモコン線

EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3 自立SW,ランプ線

M
EM-CEES1.25ﾟ-2Cx4

天井内
個別リモコン線

EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3 自立SW,ランプ線

N (E63)

個別リモコン線

EM-CEES1.25ﾟ-2C 空調制御線

EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3 自立SW,ランプ線

O EM-CEE1.25ﾟ-2Cx3 (GZ36) 自立SW,ランプ線

P1からP5は屋内機や搬送ファンの組み合わせを示す。

注　記

1. プルボックスサイズ仕様は下記とし、WPは防水型とする

2. ※Ａ：150×150×150　錆止め塗装

※Ｂ：200×200×200　錆止め塗装

※Ｃ：200×200×200 (防水型) SUS

3. 室内機制御配線渡り配線についてはEM-CEES1.25ﾟ-2C

を冷媒配管共巻きとして見込むものとする。

4. 躯体コア抜きに際し事前にアスベスト含有調査報告を行うこと。

5.

Ｍ，Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ＰＰ ＧＧ

Ｇ Ｐ

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３ ０

１ ／ １ ０ ０自動制御設備２階平面図
Ｅ Ｈ - ０ ５

Ｓ = １／ １ ０ ０２ 階 平 面 図 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０
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玄関庇 体育館上部吹抜 ステージ上部吹抜

控室上部吹抜

放送室

吹抜

Ｐ１Ｐ２Ｐ２

WP

Ｏ

Ｐ４Ｐ４ Ｐ３

Ｐ５

Ｐ５

※Ａ

※Ａ

※C※B

※B ※B

※B ※B

※B

※Ａ

※Ａ

※Ａ

１階より

卓球場

ギャラリー

ギャラリー

Ｐ１

Ｐ３

記号 配管配線内訳 種別

P EM-CEES1.25ﾟ-2Cx2 (PF14) 個別リモコン線

Q EM-CEES1.25ﾟ-2C 天井内 個別リモコン線

R EM-CEES1.25ﾟ-2Cx2 天井内 個別リモコン線

S
EM-CEES1.25ﾟ-2Cx2

天井内
個別リモコン線

EM-CEES1.25ﾟ-2Cx3 自立SW,ランプ線



出

　2.3程度

設 計検 印

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

Ｎ ｏ ,

・ 有 り　 ・ 無 し

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

.

６

川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事７ １ ３ ０

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 有 り　 ・ 無 し

■ 建築工事仕様

（１）質問回答書、本特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」

　　　（以下、「標準仕様書」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。

なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。

（２）本特記仕様書の表記

　　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　３）［　．　．］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図表を示し、（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。

種別等 [8 . 20 . 4 ][表 8 . 20 . 1 ]

能力のある工場

外観検査　　※行う　・行わない

の形鋼、鋼板

最小板厚2.3mm以上、3.2mm未満

８ 溶融亜鉛

鉄筋の種類１ 鉄筋

２ 溶接金網 形状等

１
　
鉄
筋
工
事
　

種類の記号

・SD295

・SD345 ※D19以上

※D16以下

備　考呼 び 径 (㎜ )

架台

[8 . 2 . 1 ]

種　類

・溶接金網

・鉄筋格子

JIS 150角　6ΦG3551

使用部位

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

網目の形状、寸法、鉄線の経 (㎜ )種類の記号

[8 . 2 . 2 ]

継手位置

・図示による

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

部　 位

基礎、耐圧スラブ、土圧壁

呼び径 (㎜ )

※D19以上

継 手 方 法

・ガス圧接・機械式継手

・溶接継手

・重 ね継 手 　 ・

・重ね継手　・ガス圧接

・重 ね継 手 　 ・その他 の鉄 筋 (　 　 )

３ 鉄筋の継手

（構造関係共通図 (配筋標準図 )5 .1、6.1、7.1、7.3、8.1）

[8 . 3 . 4 ][8 . 4 . 2～ 3 ]鉄筋の継手方法等

章 項　目 特 　記 　事 　項

鉄筋の定着長さ

・ 図 示 による （ 　 4 0 ｄ 　 　 ）

４ 鉄筋の定着

・ 1 8

(5 . 3 . 4 )

最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

　及び間隔

※図示による（構造関係共通図 (配筋標準図 )4(1)表4.1）

・ 図 示 による （ 　 　 　 　 　 ） 　 　 ・ 　 　

５ 鉄筋の

かぶり厚 さ

( 5 . 3 . 5 )

(溶接金網含む)

※図示による６ 各部配筋 ( 5 . 3 . 7 )

３
　
鉄
骨
工
事

建築基準法第77条の56に基づき国土交通大臣から性能

評価機関として認定を受けた(株 )日本鉄骨評価センター

及び(株 )全国鉄骨評価機構 (旧 (社 )全国鐵構工業協会 )

の「鉄骨製作工場の性能評価基準」により評価を受け、

国土交通大臣から認定を受けた工場、又は同等以上の

鉄骨製作工場の加工能力

　 　 　評 価 の区 分 　 　※（ Ｒ ）グレード 　 　 ・指 定 しない

[8 . 1 . 5 ]１ 鉄骨製作

　 　 　 　工 場

２ 施工管理 配置する
技術者

[8 . 1 . 6 ]

種類等 [8 . 2 . 8 ]３ 鋼材

・ JI S 規 格 による　 ・

・ JI S 規 格 による　 ・

溶融亜鉛めっき工法の適用箇所

Ｈ形鋼

普通鋼板

種類の記号

SN400B

SN400B

適用箇所（主要な部分） 規 格

・ 室内機取付支持材及び屋外架台

・図示による

４ 高力ボルト ボルトの種類

・トルシア形高力ボルト 　　　・JIS形高力ボルト

ボルト のねじの呼 び　 　 ・図 示 による（ 　 　 　 　 ） 　

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

溶融亜鉛めっき以外

※標準仕様書 7 . 4 . 2 (1 )による　・　

溶融亜鉛めっき面

[8 . 1 3 . 2 ]

[8 . 2 . 9 ]

[8 . 1 4 . 2 ][8 . 2 0 . 5 ]

・溶融亜鉛めっき高力ボルト 　 ・ワンサイドボルト

摩擦面の処理方法等

・ブラスト処理（表面粗度 50μm R z以上）

・ブラスト処理以外の特別な処理方法

・ボルト穴廻り メッキ時養生

・鉄骨組立後に溶融亜鉛メッキの欠陥部分の補修

(表 1 4 ・ 2 ・ 4 )を行 う。

・構造用アンカーボルト （JIS B 1 2 2 0 ）

種類　・ABR400　・ABR490　・　

(7 . 2 . 4 ) (7 . 1 0 . 3 )５ ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

　 めっき

アンカーボルト 類

鉄骨架台

溶接材料

・ [8 . 2 . 1 0 ]( 1 )、 ( 2 )による

・ [8 . 2 . 10](1 )、 (2 )以外の溶接材料

材料及び使用箇所　　　 ・図示による (　　　　　　 ) 　

[8 . 2 . 1 0 ]６ 溶接材料

H12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等

・抜き取り検査①

[8 . 15 . 12 ]７ 溶接部の

　 　 　 　試 験

※抜き取り検査②

・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強

マニュアル」3 . 5 . 2 受入検査による

打放し仕上げ

合板せき板を用いるコンクリートの

仕上り

[8 . 1 . 4 ][8 . 2 . 7 ]

種　別 適 用 箇 所

・ Ａ 種

・ Ｂ 種

・ Ｃ 種

※図 示 による （ 　 　 　 　 　 ）

※図 示 による （ 　 　 　 　 　 ）

※図 示 による （ 　 　 　 　 　 ）

１ コンクリート

　 の種類等

類別

※Ⅰ類 （ JI S A 5 3 0 8 への適合を認証されたコンクリート ）

・Ⅱ類 （ JI S A 5 3 0 8 に適合したコンクリート )

[8 . 1 . 3、 4 ][8 . 2 . 5 ]

普通コンクリート 　※図示による

適用箇所スランプ気乾単位容積

質 量 （ t/m ３ ）

　2.3程度

(N/mm２ )

・ 2 4

・

JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する

２
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

　　箇所は、超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。外観試

　 　 ※全 数 　 　 ・ 　

・ Ａ 種

の形鋼、鋼板

種類２ セメ ント [8 . 2 . 5 ]

かつ2 8日目で 4 0 2Ｊ/ｇ以下のものとする。

適 用 箇 所 （※下 記 以 外 全 て　　 ・　 　 　 　 　 　 　 ）

シリカセメント Ａ種 又 はフライアッシュセメント Ａ種

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に

示された規定の他、水和熱が7日目で352Ｊ/ｇ以下、

※普通ポルト ランドセメント 、高炉セメント Ａ種 、

３ 骨材 アルカリシリカ反応性による区分

※Ａ・Ｂ (コンクリート 中のアルカリ総量が3 . 0 k g /m ３ 以下 )

[8 . 2 . 5 ]

混和剤の種類

※標準仕様書 6 . 3 . 1 (4 ) (a )による　　・

混和材の種類

※標準仕様書 6 . 3 . 1 (4 ) (b )による　　・

・混和材

４ 混和材料 [8 . 2 . 5 ]・混和剤

せき板の材料及び厚さ

・合 板 （※1 2 m m 　 ・ 　 　 ）Ｇ

( 6 . 8 . 2 ) [8 . 2 . 7 ]

存置期間及び取外し

※標準仕様書6.8.4による

（ ※図 示 による （ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

・普通エコセメントの場合

( 6 . 8 . 4 )

５ ｺﾝｸﾘｰﾄの

６ 型枠

　　験の不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を

　　行い、再試験する。

適用部位

　・工事現場溶接の場合

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験（第三者機関）

　 　 ※全 数 　 　 ・ 　

普 通 ボルト ・ナット 類 、

　・工場溶接の場合

確認方法等

　・JASS 6 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査 (1)から(5)

　　までによる。ただし、完全溶込み溶接部の外観検査の抜取

の種別

亜鉛めっき

最小板厚6.0mm以上の形鋼、鋼板

材 料

・ Ｃ 種

最小板厚3.2mm以上、6.0mm未満・ Ｂ 種

・構造関係共通図 (鉄骨標準図 )1-1 縁端距離及びボルト間隔

■アスベスト含有調査結果表 (体育館 )

階 アスベスト含有 施工年度部位 材料名 調査年度

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査

・ 未調査

・ 未調査

・ 未調査

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査

・ 未調査

・ 未調査

・ 未調査

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査

・ 未調査

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査

・ 未調査

・15又は18 ・18

呼び強度

ケイカル板

防火サイディング、
吹付タイル

軒裏

外壁
平成18年以降建材

調査不要

建築工事特記仕様書

(広谷小学校) Ａ Ｈ - ０ １

１

玄関ホール天井 化粧石膏ボード

平成18年以降建材
調査不要

・15又は18 ・18

基礎部

捨てコン

・リン酸処理

令和６年

平成23年

昭和52年吹付タイル玄関ホール壁

平成23年

平成18年以降建材
調査不要

平成23年

女子便所天井 ケイカル板
平成18年以降建材

調査不要
平成23年

平成18年以降建材
調査不要

平成23年化粧石膏ボード更衣室天井

※未調査箇所については、本工事にて、アスベスト検体分析調査 (定性分析 )を行い、調査結果を監督員へ報告すること。

※採取箇所は、コーキング等で補修のこと。

・ 有 り　 ・ 無 し

・ 未調査

・ 有 り　 ・ 無 し

平成18年以降建材
調査不要

平成23年吹付タイル器具庫天井

平成18年以降建材
調査不要

平成23年化粧石膏ボード更衣室天井

平成18年以降建材
調査不要

平成23年シナ合板競技場壁

２

平成18年以降建材
調査不要

平成23年ギャラリー天井 化粧石膏ボード

平成18年以降建材
調査不要

平成23年ギャラリー壁 E P-G塗

平成18年以降建材
調査不要

平成23年放送室天井 化粧石膏ボード

平成18年以降建材
調査不要

平成23年卓球場壁 E P-G塗



くさび緊結式足場(手すり先行方式)：　　　　

垂直養生：ネット状養生シート張り(防炎Ⅰ類)

１ , ８ ０ ０ × １ , ８ ０ ０ × Ｈ ５ , ６ ０ ０

くさび緊結式足場(手すり先行方式)：　　　　

垂直養生：ネット状養生シート張り(防炎Ⅰ類)

１ , ８ ０ ０ × １ , ８ ０ ０ × Ｈ ５ , ６ ０ ０

特記事項

外部仮設の図示なき作業は高所作業車による作業とする。

内部仮設の図示なき天井改修、配管、配線及び器具取付部分は脚立足場を設置するものとする。

控 室

床養生 (合板敷ｔ=９ｍｍ以上、ブルーシート敷共 )、整理清掃後片付け

床養生 (合板敷ｔ=９ｍｍ以上、ブルーシート敷共 )、整理清掃後片付け

床養生 (合板敷ｔ=９ｍｍ以上、ブルーシート敷共 )、整理清掃後片付け

簡易型移動式足場(階高５.７ｍ超７.４ｍ未満)

簡易型移動式足場(階高５.７ｍ超７.４ｍ未満)

簡易型移動式足場(階高５.７ｍ超７.４ｍ未満)

屋内運動場(５.７ｍ超７．４ｍ未満)：３６.０×８.０＝２２４.０㎡

枠組棚足場 (手すり先行方式 )階高５ .７ｍ以上７ .４ｍ未満 )

※バルクタンク設置平面図による

天井点検口新設 (計５か所 )を示す

アルミ製４５０×４５０ (額縁タイプ)開口補強、ボード切込共

飛散防止養生 床：隔離シート ｔ=０ .１５ 二重張り

壁 ：隔離シート ｔ = ０ . ０８ 一重張り

１ , ８ ０ ０ × １ , ８ ０ ０ × Ｈ ５ , ６ ０ ０

簡易移動式足場

※室外機設置平面図による

垂直養生：ネット状養生シート張り(防炎Ⅰ類)

くさび緊結式足場(手すり先行方式)：　　　　

ＡＨ-０２

アリーナ

１ ／ １ ０ ０７

３ ０１７

(広谷小学校)

１ 階 平 面 図 Ｓ = １／ １ ０ ０

犬走り
ＵＰ

女子便所

男子便所

器具庫

控 室

犬走り

ポーチ

女子更衣室

男子更衣室

物置

物置

玄関ホール

ステージ

UP

犬走り
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１ ０９８７６５４３２１

38,000

5,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0005,000

１ ０９８７６５４３２１
38,000

5,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0005,000

１階平面図

川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事.

０ ００ ０ ..Ｒ齋 藤一級建築士 １第３２６０８ 号

特記事項

変更年月日 図面名称

設計年月日 工事名称

.Ｒ計設築建出藤斉 室
出

設 計検 印

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

Ｎ ｏ ,



出

設 計検 印

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

Ｎ ｏ ,

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事

5,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 5,000

38,000

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０
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38,000
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Ｓ = １／ １ ０ ０

(広谷小学校)

７ １ ３ ０

７ １ ／ １ ０ ０

２ 階 平 面 図

２階平面図

ギャラリー

ギャラリー

ＤＮ

ＤＮ

玄関庇 卓球場 体育館上部吹抜 ステージ上部吹抜

控室上部吹抜

放送室

吹抜

床養生 (合板敷ｔ=９ｍｍ以上、ブルーシート敷共 )、整理清掃後片付け

簡易型移動式足場 (階高４ .０ｍ超５ .０ｍ未満 )

簡易移動式足場

屋内運動場 (４ .０ｍ超 ５．０ｍ未満 )：３ .６ ×１６０＝ ５７ .６㎡

Ａ Ｈ - ０ ３

くさび緊結式足場(手すり先行方式)
ネット状養生シート張り(防炎Ⅰ類)

くさび緊結式足場(手すり先行方式)
ネット状養生シート張り(防炎Ⅰ類)

くさび緊結式足場(手すり先行方式)
ネット状養生シート張り(防炎Ⅰ類)

枠組棚足場 (手すり先行方式 )

※ステージ上部の配管、配線作業はキャットウォーク仕様

外部仮設の図示なき作業は高所作業車による作業とする。

内部仮設の図示なき天井改修、配管、配線及び器具取付部分は脚立足場を設置するものとする。

特記事項

アルミ製４５０×４５０(額縁タイプ)開口補強、ボード切込共

天井点検口新設(計１１か所)を示す
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ取外し
配管・配線後再取付

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ取外し
配管・配線後再取付



避難場所標識 (現況のまま)

アスファルト舗装 (現況のまま)

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３ ０

７ １ ／ ５ ０

体育館
(Ｓ造、２階建て)

高 木 ： φ１ ５ ０
　 　 　 Ｈ ８ . ０ ｍ

高 木 ： φ１ ５ ０

　 　 　 Ｈ １ ０ . ０ ｍ
高 木 ： φ３ ０ ０

高 木 ： φ１ ０ ０
　 　 　 Ｈ ３ . ０ ｍ

　 　 　 Ｈ ４ . ０ ｍ

正門

体育館
(Ｓ造、２階建て)

正門

現 況 改 修

撤去範囲を示す

凡　例

※範囲内の樹木、切株は全て撤去 (伐採、伐根 )とする。

※その他は図示による。

6
,0

0
0

600
1,000

バルクタンク

2,000

1,985

3,930

9
0

0
1

,3
0

0

コンクリート 舗 装 ( Ｃ -１ ０ -１ ０ )

バルクタンク基礎

メ ッシュフェンス： Ｈ = １ , ８ ０ ０

Ｕ Ｐ

Ｒ
Ｃ
土

留
め

＋
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

(現
況

の
ま
ま

)

縁石 (現況のまま)

土間 (現況のまま)

Ｒ
Ｃ
土

留
め

＋
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

(現
況

の
ま
ま

)

土間 (現況のまま)

縁石 (現況のまま)

アスファルト舗装 (現居のまま)

避難場所標識 (現況のまま)

メ ッシュフェンス門 扉 ： １ , ０ ０ ０ ×１ , ８ ０ ０ ( 南 京 錠 共 )

Ｓ = １／ ５０バ ル ク タ ン ク 設 置 平 面 図 Ｓ = １／ ５０バ ル ク タ ン ク 設 置 平 面 図

Ａ Ｈ - ０ ４

4,215

現況・改修 バルクタンク設置平面図

2,580

1
,6

5
0

設計GL±0

GL±0

GL-50



出

設 計検 印

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

Ｎ ｏ ,

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３ ０

７ １ ／ ５ ０

盛土

高 木 ： φ２ ０ ０
　 　 　 Ｈ １ ０ . ０ ｍ

　 　 　 Ｈ １ ８ . ０ ｍ
高 木 ： φ３ ０ ０

高 木 ： φ３ ０ ０

高 木 ： φ１ ５ ０
　 　 　 Ｈ ８ . ０ ｍ

　 　 　 Ｈ １ ２ . ０ ｍ

低 木 ： φ１ , ０ ０ ０ 、 Ｈ ５ . ０ ｍ

高 木 ： φ３ ０ ０
　 　 　 Ｈ １ １ . ０ ｍ

Ｒ
Ｃ
土

留
め

＋
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
Ｈ

=１
.８

ｍ

Ｒ
Ｃ
土

留
め

＋
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
Ｈ

=１
.５

ｍ

体育館
(Ｓ造、２階建て)

現 況

撤去範囲を示す

凡　例

※範囲内の樹木、切株は全て撤去 (伐採、伐根 )とする。

※その他は図示による。

盛土撤去(場外搬出)

盛土撤去(場外搬出)

盛土(Ｈ=５００)

盛土(Ｈ=４００)

ＡＨ-０５

室 外 機 設 置 平 面 図 Ｓ = １／ ５０

現況 室外機設置平面図

（土）



出

設 計検 印

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

Ｎ ｏ ,

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３ ０

７ １ ／ ５ ０

盛土

　 　 　 Ｈ １ ８ . ０ ｍ
高 木 ： φ３ ０ ０

高 木 ： φ３ ０ ０
　 　 　 Ｈ １ １ . ０ ｍ

Ｒ
Ｃ
土

留
め

＋
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
Ｈ

=１
.８

ｍ

Ｒ
Ｃ
土

留
め

＋
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
Ｈ

=１
.５

ｍ

体育館
(Ｓ造、２階建て)

3
,0

0
0

11,000

空調室外機 動力制御盤

室 外 機 設 置 平 面 図 Ｓ = １／ ５０

1,000 1,290

7
9

0
1

,0
0

0

Ｕ Ｐ

コンクリート 舗 装 ( Ｃ -１ ０ -１ ０ )

メ ッシ ュフェンス： Ｈ = １ , ８ ０ ０

空調室外機基礎

メッシュフェンス門 扉 ： １ , ０ ０ ０ ×１ , ８ ０ ０ ( 南 京 錠 共 )

(浸 ) (浸 ) (浸 )

ド レン浸 透 スペース (砕 石 充 填 ： ３ ０ ０ ×３ ０ ０ ×３ ０ ０ ×３ ヶ所 )

改 修

Ａ Ｈ - ０ ６
改修 室外機設置平面図



メッシュフェンス・扉 詳 細 図 Ｓ = １／ ３０

Ｎ ｏ ,

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

検 印 設 計

出

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事
(広谷小学校)

７ １ ３ ０

７ １ ／ ５ ０

Ａ Ｈ - ０ ７
各部詳細図

300 850 300 850
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320 300 300 300
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1
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2
8

7
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2
8

7
.5

〃
〃

鉄骨架台

Ｈ -１ ５ ０ ×１ ５ ０ ×７ ×１ ０ ( 溶 融 亜 鉛 メ ッキ )

Ａ . Ｂ Ｏ Ｌ Ｔ ： あと施 工 アンカー Ｍ １ ２ ×１ ６ 本

鉄骨架台

Ｈ -１ ５ ０ ×１ ５ ０ ×７ ×１ ０ ( 溶 融 亜 鉛 メ ッキ )

Ａ . Ｂ Ｏ Ｌ Ｔ ： あと施 工 アンカー Ｍ １ ２ ×１ ６ 本

300 700 300 700 300 300 700 300 700 300805 300 805 300 300 300

6,510

1
,3

0
0

1 ,710 500 1,710 1,710500

8
2

0

1
5

0 5
0

3
0

0

設計ＧＬ

1,900

Ｕ Ｐ

(両端 )
Ｇ . Ｐ Ｌ -６
Ｈ Ｔ Ｂ ２ -Ｍ １ ２

地 業 ： ｔ = １ ５ ０

捨 てコンクリート ： ｔ = ５ ０

Ｄ １ ３ ＠ ２ ０ ０ ( タテ、 ヨコ共 ) ダブル

耐圧版配筋仕様

Ｓ = １／ ３０

鉄骨架台

Ｈ -１ ５ ０ ×１ ５ ０ ×７ ×１ ０ ( 溶 融 亜 鉛 メ ッキ )

Ａ . Ｂ Ｏ Ｌ Ｔ ： あと施 工 アンカー Ｍ １ ２ ×３ ６ 本

鉄骨架台

Ａ . Ｂ Ｏ Ｌ Ｔ ： あと施 工 アンカー Ｍ １ ２ ×３ ６ 本

Ｈ -１ ５ ０ ×１ ５ ０ ×７ ×１ ０ ( 溶 融 亜 鉛 メ ッキ )

立上部配筋仕様

巾止め筋 ：Ｄ１０＠ ６００

主 筋 ：Ｄ １ ３＠ ２ ０ ０ (タテ、 ヨコ共 ) ダブル
補強筋 (上下、両端 )：２ -Ｄ１６

地 業 ： ｔ = １ ５ ０

Ｄ １ ０

Ｄ １ ３ ＠ ２ ０ ０

Ｄ １ ３

Ｄ １ ０

捨 てコンクリート ： ｔ = ５ ０

Ｄ １ ３ ＠ ２ ０ ０ ( タテ、 ヨコ共 ) ダブル

1
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2
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1

,0
0
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1
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0
0

Ｓ = １／ ３０バルクタンク基礎詳細図 ※階段側面はひび割れ防止筋として、Ｄ１０＠２００を配筋する。

※立上部、耐圧版、階段の配筋は空調室外機・動力制御盤基礎と同じ

空調室外機・動力制御盤基礎詳細図

(両端 )
Ｇ . Ｐ Ｌ -６
Ｈ Ｔ Ｂ ２ -Ｍ １ ２

縞鋼板 ｔ=４ .５ (溶融亜鉛メッキ)

地 業 ：再 生 クラッシュランｔ = １ ５ ０

基 礎 コンクリート ： 呼 び強 度 ２ ４ 、 Ｓ １ ８

型枠：打放型枠 (Ｂ種 )

鉄骨 ：Ｓ N ４００B 溶融亜鉛メッキ

※指示なき部分はＣ５面取りとする。

※仕上はコンクリート 直金ごて押えとする。

捨 てコンクリート ： 呼 び強 度 １ ８ 、 Ｓ １ ５ 又 は１ ８

鉄 筋 ：Ｓ Ｄ ２ ９ ５ 、 Ｓ Ｄ ３ ４ ５ (重 ね継 手 ４ ０ ｄ )

特記事項 (室外機基礎、バルクタンク基礎共通 )

※あと施工アンカ－は、耐震設計書の引き抜き試験値にて種類ごとに

　引張試験を行い耐震上問題ないことを確認すること。

※(　　 )寸法は参考とし、選定機種等の設置条件により決定の事こと。　

あと施工アンカー：接着系 Ｍ１２

押え金具ジ ョイ ン ト

ジ ョイ ン ト

中間バンド (回転バンド付 ) 角根ＢＮ Ｍ８×５３ (Ｗ付 )

角根ＢＮ Ｍ８×５３ (Ｗ付 )
接続押え金具

ジ ョイ ン ト 角根ＢＮ Ｍ８×６５ (Ｗ付 )

(標準的な取付図 ) (パネルと柱のすきまがせまい場合の取付図 )

中間バンド (回転バンド付 )

中間バンド (回転バンド付 )

Ｕ金具

角根ＢＮ Ｍ８×２５ (Ｗ付 )

Ｕ金具

角根ＢＮ Ｍ８×２５ (Ｗ付 )

Ａ部取付図 Ｃ部取付図

Ｂ部取付図

φ４ . ０
( φ３ . ６ )

φ
５

.０
(φ

４
.５

)

≒ ５ ０

ワイヤメッシュ図

≒
１
１
５

パネル断面図

縞鋼板 ｔ=４ .５ (溶融亜鉛メッキ)

φ５ ０ . ８ ×１ . 6

Ｂ

Ｃ

180

300

6
0

0
1

0
0

φ５ ０ . ８ ×２ . ３ φ６ ０ . ５ ×３ . ２

戸当付両面回転施錠 (南京錠共 )

2,0002,000

蝶番

2,000 2,0001,0002,000

ワイヤメ ッシュ

（ ハイテンシ ョン線 ）

亜 鉛 ・アルミ・マグネシウム

合金めっき鉄線〔 　 　 〕

4
0

5
5

0

1
0

0
4

5
0

1
,8

0
0

1
,7

6
0

(両端 )
Ｇ . Ｐ Ｌ -６
Ｈ Ｔ Ｂ ２ -Ｍ １ ２

(両端 )
Ｇ . Ｐ Ｌ -６
Ｈ Ｔ Ｂ ２ -Ｍ １ ２

Ｄ １ ３

Ｄ １ ３

Ｄ１３
Ｄ１３＠２００

700 300

設計条件

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力による

外装について

・主 柱 、 ジ ョイント

　押え金具

ワイヤメ ッシュ

・上部パネルバンド

・Ｕ 　型 　金 　具

・ ボルト 、 ナット

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡ （１０ ｔ／㎡ ）

・戸当り付両面回転施錠

・下部パネルバンド

－－－

－－－

－－－

－－－

－－－

－－－

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装

溶融亜鉛めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装

溶融亜鉛めっきのみ

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装



出

設 計検 印

Ｓ ｃ ａ ｌ ｅ

Ｎ ｏ ,

室斉 藤 出 建 築 設 計 Ｒ .

工事名称設計年月日

図面名称変更年月日

特記事項

号８０６２３第 １士築建級一 藤齋 Ｒ . .０ ０ ０ ０

. 川越市立上戸小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事

Ａ Ｈ - ０ ８(広谷小学校)

７ １ ３ ０

７ １ ／ ４ ０

２

1,8061,000

ギャラリー

アリーナ

設計ＧＬ

１ Ｆ Ｌ

Ｒ Ｓ Ｌ

２ Ｓ Ｌ

１ Ｓ Ｌ

5
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1
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ギャラリーＦ Ｌ

２１

4,200800

※構成部材は４方向カセット型形室内機と同じ

天井吊形室内機 (卓球場 )支持参考図４方向カセット形室内機支持参考図

吊 ボルト ： Ｍ １ ０ ×４
ブレース：Ｍ １ ０ ( ４面 )

吊ボルト振れ止め金具Ｍ１０
リップ形鋼用吊ボルト支持金具

Ｌ -５ ０ ×５ ０ ×４

Ｌ -５ ０ ×５ ０ ×４

2
,8
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0
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卓球場

玄 関 ホール
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設計ＧＬ
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天井吊形室内機 (卓球場 )支持参考図４方向カセット形室内機支持参考図

特記事項

・吊ボルト長さが１ｍを超える場合はブレース(斜め材 )を入れること。

・吊ボルト、アングル材の選定は公共建築設備標準図による。

フレ ーム： Ｌ -５ ０ ×５ ０ ×４

フレ ーム： Ｌ -５ ０ ×５ ０ ×４

既存母屋

既存母屋

既存母屋

既存母屋

防球ガード仕様
材 質 : Ｓ Ｓ ４ ０ ０ ｔ = ３ . ２ ｍ ｍ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｔ = ２ . ３ ｍ ｍ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｔ = ６ . ０ ｍ ｍ
　 　 　 　 　 　 　 　 　φ６丸 棒 (一 部 φ１ ２丸 棒 )
重 量 ：本 体 約 １８ . ５ ｋ ｇ
仕上：２ .５Ｙ９／１半艶焼付塗装
室内機参考寸法 ：１ , ５９０ ×６９０ ×２ ３５ (幅 ×奥行 ×高さ ) (ｍｍ )
送風機参考寸法 : １ , ０１６ ×１９７ ×２２２ (幅 ×奥行 ×高さ ) (ｍｍ )

※取付は監督員と打合せの事。
※吊り下げアンカーボルトは１／４又はＭ６ボルト以上のボルト ５本で固定してください。
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※鉄骨ブラケットは別図参照

形鋼用吊ボルト支持金具

矩計図・室内機支持参考図・防球ガード参考図

下足箱撤去（2,000×1,600×350）

下足箱撤去部分の床：フローリング補修

下足箱撤去部分の壁：吹付タイル
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